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確定申告は正しくお早めに! p6



　

皆
さ
ん
の
エ
コ
ラ
イ
フ
を
お
手
伝
い
す

る「
省
エ
ネ
グ
ッ
ズ
」を
紹
介
し
ま
す
。

■
節
水
シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ
ド

　

水
圧
が
少
な
く
て
勢
い
が
な
い
シ
ャ
ワ

ー
も
、こ
れ
を
取
り
付
け
れ
ば
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ
。通
常
の
シ
ャ

ワ
ー
と
比
べ
る
と
、

約
40
％
の
節
水
効
果

が
あ
り
ま
す
。

■
窓
ガ
ラ
ス
フ
ィ
ル
ム

　

熱
線
吸
収
機
能
を
持
つ
、特
殊
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
フ
ィ
ル
ム
で
す
。夏
の
直
射
日
光

を
遮
り
、室
内
の
温
度
上
昇
を
防
い
で
、冷

房
効
果
を
ア
ッ
プ
し

て
く
れ
ま
す
。紫
外

線
も
99
％
カ
ッ
ト
す

る
優
れ
も
の
で
す
。

■
調
光
ス
イ
ッ
チ

　

白
熱
灯
の
明
る
さ
を
抑
え
る
こ
と
で
、

電
気
量
を
節
約
で
き
る
ス
イ
ッ
チ
で
す
。

つ
ま
み
を
調
節
す
る

だ
け
で
、簡
単
に
明

る
さ
を
変
え
ら
れ
て

便
利
で
す
。

■
蛇
口
用
節
水
器
具

　

蛇
口
に
こ
れ
を
付
け
る
だ
け
で
、水
流

の
勢
い
を
保
ち
な
が

ら
水
量
を
抑
え
て
く

れ
ま
す
。

■
エ
コ
タ
ッ
プ

　

機
器
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
イ
ッ
チ
を
手
軽
に

オ
ン
・
オ
フ
で
き
る

の
で
、ム
ダ
な
待
機

電
力
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
節
水
ポ
ン
プ

　

お
風
呂
の
残
り
湯

を
洗
濯
に
再
利
用
。

給
水
量
を
感
知
し
て

自
動
停
止
す
る
、セ

ン
サ
ー
付
き
の
も
の

も
あ
り
ま
す
。

　
　■

冷
蔵
庫
カ
ー
テ
ン

　

冷
蔵
庫
の
開
閉
時
は
、冷
蔵
庫
内
の
温

度
が
一
気
に
上
昇
し
ま
す
。冷
蔵
庫
カ
ー

テ
ン
は
、中
の
冷
気
の
流
出
を
防
い
で
く

れ
る
優
れ
も
の
で

す
。粘
着
テ
ー
プ
式

と
吸
盤
式
の
製
品
が

あ
り
ま
す
。

　昨年の夏、埼玉県熊谷市と岐阜県多治見市で最高気温が40.9度を記録し、日本の最高　昨年の夏、埼玉県熊谷市と岐阜県多治見市で最高気温が40.9度を記録し、日本の最高
気温が更新されるなど、近年、地球温暖化を身近に実感することが多くなっています。気温が更新されるなど、近年、地球温暖化を身近に実感することが多くなっています。
　地球温暖化は、異常気象の発生や自然環境に悪影響をもたらします。これを防ぐために　地球温暖化は、異常気象の発生や自然環境に悪影響をもたらします。これを防ぐために
は、温暖化を促進する二酸化炭素などの温室効果ガスの排出を減らすことが必要です。は、温暖化を促進する二酸化炭素などの温室効果ガスの排出を減らすことが必要です。
　私たちが生活で使う電気も、火力発電などでつくられるときに温室効果ガスが発生し　私たちが生活で使う電気も、火力発電などでつくられるときに温室効果ガスが発生し
ています。家電製品を上手に使うことで電気使用量を減らし、電気代も減らすことができています。家電製品を上手に使うことで電気使用量を減らし、電気代も減らすことができ
ます。地球環境を守るために、皆さん省エネに取り組みましょう。ます。地球環境を守るために、皆さん省エネに取り組みましょう。

▼▼エコエネ推進室　23局7401エコエネ推進室　23局7401

使
っ
て
簡
単
、省
エ
ネ
グ
ッ
ズ

使
っ
て
簡
単
、省
エ
ネ
グ
ッ
ズ
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家庭の家庭の「省エネ」「省エネ」がが
地球を救う！地球を救う！
～２月は省エネ月間です～～２月は省エネ月間です～



　

あ
な
た
の
省
エ
ネ
度
を
チ
ェ
ッ
ク
！

①
家
庭
に
お
け
る
年
間

消
費
電
力
で
、
一
番

電
気
を
使
っ
て
い
る

電
化
製
品
は
？

Ａ
エ
ア
コ
ン　

Ｂ
冷
蔵
庫

②
機
器
を
使
用
し
て
い
な
い
時
に
消
費
さ

れ
る
「
待
機
電
力
（
待
機
時
消
費
電

力
）」。
家
庭
で
消
費
さ
れ
る
す
べ
て

の
電
力
の
う
ち
、
待
機
電
力
が
占
め

る
割
合
は
約
何
％
？

Ａ
２
％　

Ｂ
10
％

③
次
の
う
ち
、
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
わ

れ
て
い
な
い
も
の
は
？

Ａ
外
国
産
の
野
菜　

Ｂ
地
元
産
の
野
菜

④
次
の
う
ち
、
よ

り
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
使
わ
な
い
の

は
？

Ａ
白
熱
電
球　

Ｂ
蛍
光
灯

⑤
次
の
う
ち
、
正
し
い
省
エ
ネ
は
？

Ａ
野
菜
の
下
ご
し
ら
え
に
レ
ン
ジ
を
使
う

Ｂ
お
風
呂
は
水
か
ら
沸
か
す

①
Ａ

　

ち
な
み
に
冷
蔵
庫
は
２
番
目
。続
い

て
照
明
、テ
レ
ビ
の
順
番
と
な
っ
て
い

ま
す
。こ
の
４
つ
が
、家
庭
の
全
電
気

消
費
量
の
６
割
〜
７
割
を
占
め
ま
す
。

②
Ｂ

　

家
庭
の
電
力
消
費
量
の
約
10
％
を

占
め
る
省
エ
ネ
の
大
敵
、待
機
電
力

（
そ
の
う
ち
、ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
、オ
ー
デ

ィ
オ
コ
ン
ポ
、ガ
ス
給
湯
器
が
約
４
割

を
占
め
ま
す
）。使
わ
な
い
と
き
は
主

電
源
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

③
Ｂ

　

遠
い
と
こ
ろ
で
つ
く
ら
れ
た
も
の

は
、輸
送
な
ど
に
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。毎
日
の
食
卓

に
、地
元
産
の
食
材
を
積
極
的
に
取
り

入
れ
ま
し
ょ
う
。

④
Ｂ

　

白
熱
電
球
よ
り
蛍
光
灯
の
ほ
う
が
、

消
費
電
力（
約
３
分
の
１
）、寿
命（
約

６
倍
）と
も
、省
エ
ネ
性
に
優
れ
て
い

ま
す
。

⑤
Ａ

　

電
子
レ
ン
ジ
を
使
え
ば
、余
計
な
火

力
を
使
う
こ
と
な
く
電
気
代
を
減
ら

せ
、経
済
的
で
す
。ま
た
、調
理
時
間
も

短
縮
で
き
ま
す
。

ど
っ
ち
が
省
エ
ネ

ど
っ
ち
が
省
エ
ネ
!?!?  

ク
イ
ズ

ク
イ
ズ

家庭で勉強！省エネ豆知識家庭で勉強！省エネ豆知識

（財）省エネルギーセンター「家庭の省エネ大辞典」より

■実証実験期間
　～２月29日（金）まで

■エコポイントの流れ
　・ポイント対象として指定された環境に関する講座
　  に積極的に参加　など
　・環境に貢献する市民行動などの実践事例を提案

　たはらＥ
イー

Ｇ
ジー

ポイント（エコポイント）がもらえます。
　※ポイントカードにスタンプ

　ポイントは省エネ温度計などと交換でき
　ます。（ポイントが多い方には表彰もあります）

エコポイントの実証実験を行います！
エ
ア
コ
ン

フィルターを月に
1回掃除

約700円の節約

フィルターが目詰まりして
いるエアコン（2.2kW）と
フィルターを掃除した場合
の比較

照
明
器
具

電球を蛍光ランプに
取り替える

約1,850円の節約

54Wの白熱電球から12W
の電球型蛍光ランプに交換
した場合

テ
レ
ビ

テレビを見ないときは
消す

約700円の節約

ブラウン管テレビ（25 イ
ンチ）で1日に1時間テレ
ビを見る時間を減らした場
合

洗
濯
機

洗濯物はまとめ洗いを

約3,950円の節約

少量の洗濯物を毎日洗う
よりも、洗濯機の容量に
合わせて、洗濯回数を少
なくした場合

冷
蔵
庫

ものを詰め込みすぎない

約960円の節約

冷蔵庫内にものを詰め込
んだ場合と、半分にした
場合との比較

省エネ行動と省エネ効果 ※１年間の節約目安です

ク
イ
ズ
の
答
え

～ワンランク上の環境行動を！！～

◎詳しくは、各公共施設にあるパンフレットなどを
　ご覧ください。

　２月の省エネルギー月間に、田原版エコマネー制
度を目指したエコポイントの実証実験を行います。

ワンランク上の
環境行動

交換
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健
診
で
現
状
を

　

現
在
、国
民
の
医
療
費
の
多
く
を
占
め

る
の
は
、生
活
習
慣
病
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
生
活
習
慣
病
は
、発
症
し
て
も
痛

み
や
不
調
な
ど
の
自
覚
症
状
が
な
い
た

め
、知
ら
な
い
う
ち
に
進
行
し
て
い
る
こ

と
が
多
い
よ
う
で
す
。進
行
す
る
と
、動
脈

硬
化
の
危
険
性
が
高
ま
り
、が
ん
や
心
臓

病
、脳
卒
中
へ
と
移
行
す
る
可
能
性
が
高

く
な
り
ま
す
。こ
の
恐
ろ
し
い
生
活
習
慣

病
も
、も
と
を
た
ど
れ
ば
、過
剰
な
内
臓
脂

肪
、つ
ま
り
日
々
の
食
べ
過
ぎ
や
運
動
不

足
の
積
み
重
ね
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
の
で

す
。

　

早
い
う
ち
か
ら
生
活
習
慣
を
改
善
し
、

さ
ら
に
予
防
対
策
を
進
め
て
い
け
ば
、将

来
、生
活
習
慣
病
に
よ
る
通
院
や
入
院
を

軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
、医
療
費
の
適
正

化
に
つ
な
が
り
ま
す
。皆
さ
ん
、健
診
を
し

っ
か
り
受
け
て
、生
活
習
慣
の
改
善
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導

　
「
特
定
健
康
診
査
」は
、生
活
習
慣
病
の

引
き
金
と
な
っ
て
い
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）の
予

防
・
改
善
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

健
診
を
受
け
た
方
に
は
、メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
・
改
善
に
役
立

つ
情
報
提
供
や
健
康
教
室
へ
の
参
加
、ア

ド
バ
イ
ス
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。こ

れ
を「
特
定
保
健
指
導
」と
い
い
ま
す
。

健
康
な
毎
日
を

健
康
な
毎
日
を

　　
  　

い
つ
ま
で
も

　

い
つ
ま
で
も

Ｈ16国民生活基礎調査：厚生労働省

健診を受診していますか？

〜
平
成

〜
平
成
2020
年
４
月
か
ら

年
４
月
か
ら

　

新
し
い
健
診
制
度
が
始
ま
り
ま
す
〜

　

新
し
い
健
診
制
度
が
始
ま
り
ま
す
〜

　

平
成

　

平
成
2020
年
４
月
か
ら
、

年
４
月
か
ら
、4040
歳
か
ら

歳
か
ら
7474
歳
ま
で
の
被
保

歳
ま
で
の
被
保

険
者（
本
人
）と
被
扶
養
者（
家
族
）を
対
象
に
メ
タ
ボ
リ

険
者（
本
人
）と
被
扶
養
者（
家
族
）を
対
象
に
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）の
予
防
・
解

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）の
予
防
・
解

消
を
目
的
と
し
た「
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
」

消
を
目
的
と
し
た「
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
」

が
始
ま
り
ま
す
。病
気
に
な
る
前
に
健
康
管
理
に
気
を

が
始
ま
り
ま
す
。病
気
に
な
る
前
に
健
康
管
理
に
気
を

配
り
、生
活
習
慣
病
を
予
防
・
改
善
し
よ
う
と
い
う
新
し

配
り
、生
活
習
慣
病
を
予
防
・
改
善
し
よ
う
と
い
う
新
し

い「
健
診
」＋「
保
健
指
導
」の
制
度
で
す
。

い「
健
診
」＋「
保
健
指
導
」の
制
度
で
す
。

▼
保
険
年
金
課

▼
保
険
年
金
課
55
2323
局
２
１
４
９

局
２
１
４
９

▼
健
康
課

▼
健
康
課
55
2323
局
３
５
１
５

局
３
５
１
５

平成20年2月1日 　  　　　　　　　　│ 4 │



特定健診の対象となる方

特定健診の受け方

実施主体は医療保険者

特定健診の項目

保健指導の内容

　　 40歳～74歳の方すべて
　40歳から74歳までの国民健康
保険や被用者保険（健康保険組
合や共済組合などの医療保険）
の被保険者と被扶養者の全員
が対象となります。これまで健
診を受けてこなかった被扶養者
（家族）や退職した方も受けるこ
とになります。

　　 市区町村ではありません
　これまで市区町村などで受診していた方
についても、平成20年4月から加入している
各医療保険者が実施主体となります。
（国民健康保険、健康保険、共済組合など）

　　 医療保険者からおしらせ
　実施主体である国民健康保険や健康保険組合
などの医療保険者から、受診機関や受診日など
についてのおしらせや、受診券・利用券などが送
られますので、それに従い指定の機関で受診し
てください。
健診は、年に1回行われます。

　　 基本的な健診項目
①質　問　票　服薬歴、喫煙歴など
②身 体 測 定　身長、体重、ＢＭＩ、腹囲
③理学的検査　身体診察
④血 圧 測 定　
⑤血 液 検 査　〈脂　質〉中性脂肪、
　　　　　　　　　　　HDLコレステロール
　　　　　　　　　　　LDLコレステロール
　　　　　　　〈血　糖〉空腹時血糖またはHbA1c
                     〈肝機能〉GOT・GPT・γ－GTP
⑥尿　検　査　尿糖、尿たんぱく

　　 メタボリックシンドロームに着目

　これまでの健診は、病気ごとの早期発見・治療が
目的とされ、健診後の指導も病気ごとに行われて
いました。しかし、平成20年4月からは、メタボリッ
クシンドローム（内臓脂肪症候群）およびその予備
群の方を発見し、生活習慣改善の必要度に応じた
保健指導が行われます。これにより、受診者本人に
適した指導が受けられるようになります。
　また、検査項目には、内臓脂肪蓄積のリスクを判
定するため、「腹囲測定」「LDLコレステロール検
査」が新しく加えられます。

　　 より詳しい検査項目
身体健診の際に医師が必要と判断した場合
①心電図検査
②眼 底 検 査
③貧 血 検 査

　　 本人に適した保健指導を実施

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
判
定
基
準
に
よ
り
、

リ
ス
ク
に
合
わ
せ
て
支
援

リスクが重なりだした段階リスクが重なりだした段階
積極的支援積極的支援

リスクが出現しはじめた段階リスクが出現しはじめた段階
動機づけ支援動機づけ支援

メタボリックシンドロームのリスクなしメタボリックシンドロームのリスクなし
情報提供情報提供

個別面接で具体的なアドバイスを行い、個別面接で具体的なアドバイスを行い、
健康に関する教室への参加促進など、継健康に関する教室への参加促進など、継
続的・定期的な支援を行います。続的・定期的な支援を行います。

個別面接で具体的なアドバイスを行い、個別面接で具体的なアドバイスを行い、
生活習慣の改善点を実践できるような生活習慣の改善点を実践できるような
支援を行います。支援を行います。

健診結果と同時に、一人ひとりに合った健診結果と同時に、一人ひとりに合った
健康づくりのための情報を提供します。健康づくりのための情報を提供します。

メタボリックを予防・改善するための、新しい健診に変わります

NEW

NEW

医療保険者の
直営診療施設

地域などの
健診機関

地域などの
病院・診療所

健診を受診

医療保険者から40歳～74歳までの方へ通知
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●
確
定
申
告
が
必
要
な
方

①
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
の
あ
っ
た

方
、
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
た
方
、

土
地
や
建
物
を
売
っ
た
方
、
源
泉
徴

収
有
り
の
特
定
口
座
以
外
で
株
式
な
ど

を
譲
渡
し
利
益
が
あ
っ
た
方
な
ど
の
う

ち
、
平
成
19
年
中
の
所
得
が
所
得
控
除

の
合
計
額
を
超
え
た
方

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年
収
が

２
０
０
０
万
円
を
超
え
た
方
、
２
か
所

以
上
か
ら
給
与
を
受
け
た
方
、
給
与
所

得
以
外
の
所
得
が
20
万
円
を
超
え
た
方

③
年
収
２
０
０
０
万
円
以
下
で
、
年
末
調

整
を
受
け
、
医
療
費
控
除
や
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
（
最
初
の
年
の
み
）
な

ど
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

●
確
定
申
告
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑
（
新
規
に
口
座
振
替
で
の
納
税
を
申

し
込
む
場
合
は
通
帳
印
）

②
申
告
書

③
控
除
証
明
書
（
社
会
保
険
料
、
国
民
年
金

保
険
料
、生
命
保
険
料
、地
震
保
険
料
な
ど
）

④
源
泉
徴
収
票
（
複
数
枚
あ
る
場
合
は
、
金

額
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
す
べ
て
）

⑤
収
支
内
訳
書
（
営
業
、
農
業
、
不
動
産
な

ど
、
そ
の
他
の
事
業
収
入
が
あ
る
方
の
み
。

平
成
18
年
分
の
収
支
内
訳
書
の
控
え
も
併

せ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

⑥
固
定
資
産
税
課
税
明
細
書
（
固
定
資
産

税
を
経
費
と
す
る
事
業
収
入
が
あ
る
方
の

み
。
平
成
19
年
５
月
に
送
付
し
て
い
ま
す
）

⑦
医
療
費
な
ど
の
領
収
書
と
、
保
険
な
ど

で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
が
わ
か
る
も
の

（
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
の
み
）

⑧
本
人
名
義
の
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の

（
通
帳
な
ど
）

●
申
告
書
は
自
分
で
記
入
を

　

申
告
書
の
書
き
方
は
、
難
し
い
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
税
を
理
解
す
る
た
め
に

も
、
ぜ
ひ
自
分
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

●
市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方

　

平
成
20
年
１
月
１
日
現
在
、
田
原
市
に

住
所
が
あ
り
、
次
に
該
当
す
る
方
で
す
。

①
事
業
収
入
・
給
与
・
年
金
収
入
な
ど
の

あ
る
方

②
収
入
は
無
い
が
、
ど
な
た
の
扶
養
に
も

な
っ
て
い
な
い
方

③
収
入
は
無
い
が
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
方

※
た
だ
し
、
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
場

合
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

●
市
県
民
税
の
申
告

　

申
告
書
は
、
市
県
民
税
の
税
額
を
正
し

く
算
出
す
る
基
礎
と
な
り
ま
す
。
申
告
を

し
な
い
と
、
国
民
健
康
保
険
税
の
減
額
・

減
免
を
受
け
ら
れ
な
い
ほ
か
、
市
営
住

宅
、
融
資
、
児
童
手
当
、
保
育
園
な
ど
に

必
要
な
所
得
証
明
書
な
ど
が
発
行
さ
れ
ま

せ
ん
。

　

確
定
申
告
が
必
要
な
の
か
、
市
県
民
税

の
申
告
が
必
要
な
の
か
は
、
収
入
状
況
に

よ
っ
て
も
異
な
り
ま
す
。
わ
か
ら
な
い
方

は
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
告
す
る
と
税
金
が
戻
る
場
合

　

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
源
泉
徴
収
さ

れ
た
税
金
や
予
定
納
税
を
し
た
税
金
を
納

め
過
ぎ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
確
定
申
告
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
還

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
で
、
年
の
途
中
で

退
職
し
、
年
末
調
整
を
受
け
な
か
っ
た

場
合

②
医
療
費
を
多
く
支
払
っ
た
場
合
（
医
療

費
控
除
）

③
マ
イ
ホ
ー
ム
を
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
で
取

得
し
た
場
合
（
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
）

④
国
や
地
方
公
共
団
体
へ
の
寄
付
な
ど
、

特
定
寄
付
金
を
支
払
っ
た
場
合
（
寄
付

金
控
除
）

⑤
所
得
の
少
な
い
方
で
、
原
稿
料
収
入
な

ど
が
あ
る
場
合

⑥
火
災
や
盗
難
に
遭
っ
た
場
合
（
雑
損
控

除
）

⑦
予
定
納
税
を
し
た
が
、
確
定
申
告
の
必

要
が
な
く
な
っ
た
場
合

※
①
・
②
は
、
２
月
１
日
（
金
）
か
ら
市

役
所
税
務
課
お
よ
び
豊
橋
税
務
署
で
還

付
申
告
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

所
得
税

所
得
税
は
、
個
人
が
１
月
か
ら
12

月
ま
で
の
１
年
間
に
得
た
所
得

に
か
か
る
国
の
税
金
で
す
。

市
県
民
税

市
県
民
税
は
、
個
人
が
１
月
か
ら

12
月
ま
で
の
１
年
間
に
得
た
所
得

に
か
か
る
県
と
市
の
税
金
で
す
。
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●
平
成
19
年
分
か
ら
の
主
な
改
正
点

　

次
の
改
正
点
に
よ
り
、
所
得
税
・
市
県

民
税
な
ど
の
増
減
・
控
除
が
あ
り
ま
す
。

□

定
率
減
税
の
廃
止

□

所
得
税
税
率
の
仕
組
み
の
変
更

□

損
害
保
険
料
控
除
を
改
め
、
地
震
保
険

料
控
除
の
創
設

□

控
除
期
間
延
長
な
ど
の
特
例
の
創
設

□

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
促
進
税

制
の
創
設

□

特
定
増
改
築
等
住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
の
創
設

●
そ
の
ほ
か
の
申
告
に
つ
い
て

　

個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消

費
税
の
申
告
は
３
月
31
日
（
月
）
ま
で
、

贈
与
税
の
申
告
は
２
月
１
日
（
金
）
か
ら

３
月
17
日
（
月
）
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

◎譲渡所得のある方は、2月27日（水）・28日（木）・29日（金）・3月3日（月）に田原市役所会場で申告してください。
（赤羽根支所・渥美支所では行いません。）
◎地区別指定日に都合の悪い方は、申告期間内の都合の良い日に申告してください。また、市内の方は、いずれ
の申告会場でも受け付けていますのでご利用ください。 
◎収支内訳書の書き方や消費税に関する申告など、わからないことがある方は、２月18日（月）～３月４日（火）
に「税務署および税理士による相談日」を田原市役所会場に設けますのでご相談ください。
　渥美支所会場でも、２月26日（火）～３月４日（火）に「税理士による相談日」を行います。

【確定申告日程表】 受付時間 ▼午前９時～午後４時

介
護
保
険
と
医
療
費
控
除

●
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
た
方

　

の
お
む
つ
代
に
か
か
る
医
療
費

　

控
除

　

医
師
が
お
む
つ
を
使
用
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
認
め
た
方
の
お
む

つ
代
は
、
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
申
告
に
は
、
医
師
が
発
行

す
る
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
が
必

要
で
す
が
、
こ
の
控
除
を
受
け
る
の

が
２
年
目
以
降
の
方
に
は
、
福
祉
課

で
も
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

●
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
た
方

　

の
障
害
者
控
除

　

認
定
に
か
か
る
主
治
医
意
見
書

で
、
障
害
の
程
度
や
寝
た
き
り
で
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
れ
ば
、
身
体
障

害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
で
な
い
方

も
障
害
者
控
除（
特
別
障
害
者
控
除
）

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
申
告
に
は
、

福
祉
課
で
交
付
す
る
「
認
定
書
」
が

必
要
で
す
。

　

発
行
に
関
す
る
手
続
き
な
ど
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
福
祉
課（
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

5
23
局
３
２
１
７　

23
局
３
５
４
５

【
お
願
い
】

月　日 田原市役所 渥美支所 赤羽根支所
2.18 月 西浦・吉胡・姫見台・光崎・木綿台・吉胡台 宇津江・村松

実施していません。

19 火 浦 八王子・馬伏
20 水 東馬草・西馬草・山ノ神・雲明・仁崎 江比間
21 木 豊島 伊川津
22 金 大久保 石神・夕陽が浜
25 月 相川・谷熊・やぐま台 高木・折立・山田
26 火 萱町・本町・新町 古田・長沢
27 水 川岸・神戸市場・希望が丘・漆田・赤松・志田・青津・新美 中山
28 木 芦・彦田・保井・今方・南・ほると台・北海道・野田市場 小中山

高松校区29 金 波瀬・片浜・白谷 福江

3.  3 月 一番東・一番西・三番組・四番組東・四番組西・四番組南・
蔵王東ヶ丘・蔵王南ヶ丘 保美・向山

4 火 八軒家・藤七原・鎌田 亀山・西山
赤羽根校区5 水 長上・久美原・浜田・百々・新浜 伊良湖・日出

6 木 大草団地・谷ノ口・東ヶ谷・大草・東赤石・サンコート・南町 堀切
7 金 加治・衣笠・東滝頭・赤石 小塩津・和地一色

若戸校区10 月

この期間は地区別の指定はありませんが、例年大変混雑します。
できる限り早めに申告をお願いします。

和地・土田
11 火

地区別の指定はあ
りません。どなた
でも申告できます。

12 水
地区別の指定はあ
りません。どなた
でも申告できます。

13 木
14 金
17 月

　

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
豊
橋
税
務
署

5（
０
５
３
２
）52
局
６
２
０
１

▼
税
務
課

5
23
局
３
５
０
９　

23
局
０
１
８
０
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住民基本台帳人口
（平成19年3月31日現在） 歳出額 (A) 実質収支 人件費 (B) ※ 人件費率

(B/A)

65,695人 32,111,487千円 2,582,005千円 6,328,419千円 19.7％

職員数
(A)

給与費 １人当たりの
給与費（B/A)給料 期末・勤勉手当 その他手当 計 (B)

757人 2,869,914千円 1,125,248千円 500,076千円 4,495,238千円 5,938千円

区分
一般行政職 技能労務職

高校卒 大学卒 高校卒

田原市 140,100円 172,200円 137,200円

愛知県 140,100円 172,200円 ー

国 140,100円 172,200円 137,200円

区分 経験年数
一般行政職 技能労務職

高校卒 大学卒 高校卒

田原市

10～14年 257,500円 287,500円 208,300円

15～19年 281,500円 326,600円 234,700円

20～24年 326,400円 354,600円 255,200円

国

10～14年 244,800円 292,100円 233,000円

15～19年 290,000円 352,100円 261,800円

20～24年 345,300円 404,500円 279,300円

●人件費の状況（平成 18年度普通会計決算）

●職員給与費の状況（平成 18年度普通会計決算）

●職員の平均年齢および平均給料月額の状況（平成19年４月１日現在）

●職員の初任給の状況（平成19年４月１日現在）

●職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成 19年４月１日現在）

区分
一般行政職 技能労務職

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

田原市 44.8歳 347,800円 372,531円 51.0歳 269,500円 273,555円

国 40.7歳 325,724円 383,541円 48.8歳 287,094円 320,514円

全地方公共団体 43.7歳 349,469円 394,168円 46.8歳 324,414円 361,455円

※特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

※一般職の職員の給与で、教育長を含みます。
※その他手当には、退職手当を含みません。

※数値は、平成19年度給与実態調査の普通会計の数値によるものです。
※一般行政職とは、医療・税務・教育・消防・労務・企業・福祉職以外の一般の事務・技術業務に携わる職員です。
※「平均給与月額」は、毎月支払われる給与（給料、扶養手当、地域手当、住居手当、管理職手当）の平均です。なお、田原市は地域手当はありません。

市役所職員の給与は、職務の内容、民間との比較、国家公務員や
他市町村とのバランスを考えて、条例により定められています。

▼人事課☎23局 7404　 23局 0180
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●特別職の報酬等の状況（平成 19年 4月 1日現在）

区分 田原市 国

期末手当
勤勉手当

（平成19年度支給割合）

区分 期末手当 勤勉手当 区分 期末手当 勤勉手当

　６月期 1.4月分 0.725 月分 　６月期 1.4月分 0.725月分

12月期 1.6月分 0.775月分 12月期 1.6月分 0.775月分

計 3.0月分 　 1.5月分 計 3.0月分  　1.5月分

その他 職制上の段階・職務の級などによる
加算措置あり その他 職制上の段階・職務の級などによる

加算措置あり

退職手当
（平成19年４月１日現在）

区分 自己都合 勧奨・定年 区分 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 23.50月分 30.55月分 勤続20年 23.50月分 30.55月分

勤続25年 33.50月分 41.34月分 勤続25年 33.50月分 41.34月分

勤続35年 47.50月分 59.28月分 勤続35年 47.50月分 59.28月分

最高限度額 59.28月分 59.28月分 最高限度額 59.28月分 59.28月分

その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
（2%～20%加算）

その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
（2%～20%加算）

1人当たりの
平均支給額※ 2,566千円 17,191千円

●職員手当の状況

※退職手当「１人当たりの平均支給額」は、平成18年度中に退職した全職員に支給された額の平均です。

区分 内容

扶養手当
（平成19年４月１日現在）

●配偶者　13,000円
●配偶者以外の扶養親族　6,500円
　（配偶者がない場合は1人目11,000円）
※配偶者以外の扶養親族で16歳以上22歳未満の子
　1人につき5,000円を加算

住居手当
（平成19年４月１日現在）

借家の家賃に応じて限度額　27,000円
持ち家（新築５年まで）　　　 2,500円

通勤手当
（平成19年４月１日現在）

●交通機関利用者の最高支給限度額　55,000円
●交通用具利用者
　自動車等の使用距離に応じて2,000円～24,500円

時間外勤務手当
（平成18年度普通会計決算）

職員１人当たり
平均支給年額※

361,425円

特殊勤務手当
（平成18年度普通会計決算）

職員全体に占める
手当支給職員の割合※

支給職員１人当たりの
平均支給年額※ 主な支給対象業務

21.4% 109,864円 ●徴収事務
●火災救急出動手当の種類　11種類（危険・困難・不快・不健康な勤務についたときに支給）

区分 職名 給料月額等 期末手当

給料
市長 930,000円 平成19年度

支給割合
3.35月分副市長 760,000円

報酬

議長 450,000円
平成19年度
支給割合
3.35月分

副議長 360,000円

議員 320,000円

※「職員１人当たり平均支給年額」は、平成18年
４月１日現在の支給対象職員数により算出してい
ます。

※「職員全体に占める手当支給職員の割合」および「支給職員１人当たりの平均支給年額」は、平成18年４月１日現在の支給職員数により算出しています。

普通会計は、一般会計・給食センター給食費特別会計・土地取得特別会計・田原福祉専門学校特別会計を含んだものです。
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渥美半島の冬の風物詩として定着している渥美半
島駅伝競走大会が開催されました。今回は60回の
節目の大会とあって、出場チームは招待チーム20
チームをはじめとする計１１６チームと、史上最
多となりました。伊良湖岬を出発点に、男子は豊橋
技術科学大学までの５区間43．８km、女子は田原
市赤羽根支所までの５区間19．７kmでたすきをリ
レーする選手に、沿道を埋めた市民らの温かい声
援や拍手が送られていました。

平成20年田原市成人式を、田原市総合体育館で
行いました。晴れて成人の日を迎えたのは、男性
５３０名・女性４９７名、計１０２７名の皆さんで
す。式典では、代表者の中村泰子さんから「困難な
ことにもあきらめず、夢に向かって乗り越えてい
きます」と力強く二十歳の誓いが述べられました。
【写真は新成人代表の皆さん】左から高山和紀さ
ん、藤江亜未さん、斉藤みささん、山下嵩弘さん、山
田都さん、中村泰子さん、青木紀明さん

豊橋鉄道渥美線、豊鉄バスの車両を満開の菜の花
の写真でラッピングしたなのはな号の運行が開始
されました。１日に12往復する渥美線の「なのはな
号」は、菜の花柄の座席シートをはじめ、つり皮バ
ンドから扇風機の羽根まで黄色で統一されていま
す。「菜の花まつり」の開催に合わせた運行初日に
は、「なのはな号」電車で田原駅に着いたり、「なの
はな号」バスに乗り込んだりするお客さんに、田原
市観光協会から菜の花がプレゼントされました。

■渥美半島特有の風を背にスタートする選手たち

日 声援が　力走後押し

■これから未来を切り開くのは新成人の皆さんです！

12 1

土 春一色の　黄色い電車＆バス 日 大人の社会へ　仲間入り

■市長が駅長に扮し、出発進行の合図で運行が開始されました
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平成20年田原市消防出初式をはなのき広場で開催
し、消防本部・署、消防団あわせて７３４名が、新年
の防火への思いを新たにしました。消防職員・団員
らが一糸乱れぬ分列行進で訪れた参観者らの注目
を集めたほか、特別演技では消防署員が消火・救出
訓練を披露し、“頼もしい田原市の消防”をアピー
ルしました。そして、式の終わりには、防火協会長
のかけ声に合わせ「火の用心」を全員で三唱し、防
火意識の向上を図りました。

総合学習の一環として、福江小学校の５年生56人
がノリすきを体験しました。この体験は、ノリ養殖
業を営む高橋信夫さん（向山町）の指導のもと、同
校５年生を対象に毎年行われているものです。児
童らはこの日に向け、昨秋から向山海岸でノリ養
殖に取り組んできました。こうして迎えた当日、児
童らは、初めこそ慣れない作業に悪戦苦闘してい
ましたが、徐々にコツをつかみ、きれいな板ノリを
仕上げていました。

田原市陸上競技協会が主管する渥美半島新春マ
ラソン大会が、渥美運動公園で開催されました。新
年早々集まったのは、小学校１年生の“ちびっ子ラ
ンナー”から、50歳を超えてもまだまだ現役の“ベ
テランランナー”まで約３００名。真冬の寒さにも
屈することなく、家族や友人の声援を受けながら、
ゴールまで全力を尽くしていました。そして、最後
はみんなでコースをジョギングし、新春の“走り初
め”を楽しんでいました。

サンテパルクたはらの新年恒例イベントとなった
サンテ新春フェア。ビンゴ大会やもちつき大会、甘
酒の無料サービスなどを行い、たくさんの人でに
ぎわいました。また、会場に設けた「お正月遊び」の
コーナーでは、羽子板、コマまわし、竹馬など、昔な
がらの遊びを親子で楽しむ姿が見られました。今
年もサンテパルクたはらは、誰もが楽しめるイベ
ントをたくさん用意して皆さんをお待ちしていま
す。ぜひお越しください。

木 年の初めは　やっぱりサンテ！

■市民の安全を守るために、今年もよろしくお願いします ■“２００８年”もスタートから全力疾走です！

水 楽しもう！　新春の“走り初め”
ぞ

■高橋さんに指導を受け、昔ながらの方法でノリ作りに挑戦

木 郷土の歴史に　触れる授業

日 防火への思い　新たに！

■「楽しい～！」もちつき初体験です
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固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
金

田
眞
さ
ん
（
西
神
戸
町
）
の
任
期
が
満
了

し
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
平
成
23
年
１
月
10
日
ま
で
の

３
年
間
で
す
。

　

新
し
い
人
権
擁
護
委
員
に
、
間
瀬
利
哉

さ
ん
（
和
地
町
）
が
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
20
年
１
月
１

日
か
ら
３
年
間
で
す
。

▼
募
集
人
員
＝
２
名　

▼
対
象
＝
大
型
バ
ス
運

転
経
験
の
あ
る
健
康
な

方　

▼
採
用
期
間
＝
４
月
１
日
〜
平
成
21

年
３
月
31
日
ま
で
（
予
定
）　

▼
勤
務
内

容
＝
バ
ス
運
転
業
務　

▼
勤
務
場
所
＝
田

原
市
役
所
１
名
・
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド

１
名　

▼
勤
務
形
態
＝
市
役
所
本
庁
舎
⇩

不
定
期
（
週
35
時
間
以
内
）
／
あ
つ
み
ラ

イ
フ
ラ
ン
ド
⇩
月
〜
土
曜
日
（
午
前
９
時

〜
午
後
３
時
30
分
）　

▼
報
酬
＝
月
額
17

万
円
〜
20
万
円
（
勤
務
形
態
等
に
よ
る
）

▼
選
考
方
法
＝
面
接
（
期
日
な
ど
詳
細
は

後
日
通
知
）　

▼
申
し
込
み
＝
２
月
29
日

（
金
）
ま
で
に
財
産
管
理
課
に
あ
る
履
歴

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
運
転
免
許

証
の
写
し
を
添
付
し
提
出

▼
財
産
管
理
課

☎
23
局
３
５
９
１　

23
局
０
１
８
０

▼
募
集
人
員
＝
７
名　

▼
採
用
期
間
＝
４

月
１
日
〜
９
月
30
日　

▼
勤
務
内
容
＝
電

話
交
換
・
受
付
案
内
業
務　

▼
勤
務
形
態

＝
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
の
午
前

勤
務
（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
１
時
）
ま

た
は
午
後
勤
務
（
午
後
０
時
45
分
〜
５
時

15
分
）
で
、
ほ
か
の
臨
時
職
員
と
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン　

▼
勤
務
場
所
＝
田
原
市
役
所

▼
賃
金
＝
時
給
８
１
０
円　

▼
選
考
方
法

＝
面
接
（
期
日
な
ど
詳
細
は
後
日
通
知
）

▼
申
し
込
み
＝
２
月
29
日
（
金
）
ま
で
に

財
産
管
理
課
に
あ
る
履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
提
出

▼
財
産
管
理
課

☎
23
局
３
５
９
１　

23
局
０
１
８
０

▼
募
集
人
員
＝
４
名　

▼
対
象
＝
普
通
免

許
証
お
よ
び
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
の
資

格
を
持
つ
健
康
な
方　

▼
採
用
期
間
＝
４

月
１
日
〜
平
成
21
年
３
月
31
日　

▼
勤
務

場
所
＝
東
部
資
源
化
セ
ン
タ
ー
・
赤
羽
根

環
境
セ
ン
タ
ー　

▼
勤
務
形
態
＝
週
５
日

（
週
35
時
間
）　

▼
報
酬
＝
月
額
20
万
円
以

内　

▼
選
考
方
法
＝
面
接
（
期
日
な
ど
詳

細
は
後
日
通
知
）　

▼
申
し
込
み
＝
２
月

29
日
（
金
）
ま
で
に
清
掃
管
理
課
に
あ
る

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出

▼
清
掃
管
理
課

☎
23
局
３
５
３
８　

23
局
０
４
８
８

▼
募
集
人
員
＝
若
干
名　

▼
対
象
＝
パ
ソ

コ
ン
が
で
き
、
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日

勤
務
が
可
能
な
方　

▼
採
用
期
間
＝
４
月

１
日
〜
９
月
30
日
（
特
に
認
め
ら
れ
れ
ば

６
か
月
の
更
新
あ
り
）　

▼
業
務
内
容
＝

受
付
・
夜
間
管
理
・
事
務
補
助
業
務

▼
勤
務
場
所
＝
田
原
・
赤
羽
根
・
渥
美
文

化
会
館
、
中
央
公
園
、
池
ノ
原
会
館
、
赤

羽
根
文
化
広
場
、
渥
美
運
動
公
園　

▼
勤

務
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
／
午
後
５
時
15
分
〜
10
時
15
分　

▼
選

考
方
法
＝
面
接
（
詳
細
は
後
日
通
知
）　

▼
賃
金
＝
時
給
８
５
０
円
（
受
付
・
事
務

補
助
業
務
は
８
１
０
円
）

▼
申
し
込
み
＝
２
月
29
日
（
金
）
ま
で
に

生
涯
学
習
課
、
田
原
・
赤
羽
根
・
渥
美
文

化
会
館
に
あ
る
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
提
出

▼
生
涯
学
習
課
（
崋
山
会
館
２
階
）

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

田
原
市
固
定
資
産

　

評
価
審
査
委
員
会
委
員

田
原
市
臨
時
職
員

（
電
話
交
換･

受
付
案
内
業
務
）

人
権
擁
護
委
員

金田 眞さん

田
原
市
嘱
託
員

（
バ
ス
運
転
業
務
）

田
原
市
嘱
託
員

（
清
掃
管
理
課
）

田
原
市
臨
時
職
員

（
社
会
教
育
施
設
管
理
人
）
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小
・
中
学
校
で
施
設
設
備
の
整
備
、
給

食
の
配
膳
お
よ
び
学
校
の
管
理
運
営
の
た

め
必
要
な
業
務
を
行
う
学
校
臨
時
用
務
員

を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員
＝
表
の
と
お
り　

▼
対
象
＝

次
の
要
件
を
い
ず
れ
も
満
た
す
方　

▼
要

件
＝
①
普
通
自
動
車
免
許
証
を
お
持
ち
の

方
②
心
身
と
も
に
健
康
な
方　

▼
採
用
期

間
＝
４
月
１
日
〜
９
月
30
日
（
特
に
認
め

ら
れ
れ
ば
６
か
月
の
更
新
あ
り
）　

▼
勤

務
場
所
・
時
間
＝
表
の
と
お
り　

▼
勤
務

形
態
＝
原
則
週
５
日
の
勤
務
（
土
・
日
曜

休
み
な
ど
長
期
休
暇
時
は
午
前
８
時
30
分

か
ら
の
交
代
勤
務
／
土
・
日
曜
日
・
祝
日

お
よ
び
年
末
年
始
・
お
盆
は
お
休
み
）　

▼
賃
金
＝
時
給
９
４
０
円　

▼
選
考
方
法

＝
面
接
（
期
日
な
ど
詳
細
は
後
日
通
知
）

▼
申
し
込
み
＝
３
月
19
日
（
水
）
ま
で
に

児
童
課
に
あ
る
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
提
出

▼
児
童
課
（
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
23
局
３
５
１
３　

23
局
３
５
４
５

▼
募
集
人
員
＝
４
名　

▼
対
象
＝
次
の
要

件
を
す
べ
て
満
た
す
方　

▼
要
件
＝
①
パ

ソ
コ
ン
の
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド
が
扱
え
る

方
②
歴
史
文
化
に
関
心
の
あ
る
方
③
土
・

日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
含
め
、
週
３
日
間

程
勤
務
可
能
な
方　

▼
採
用
期
間
＝
４
月

１
日
〜
９
月
30
日
（
特
に
認
め
ら
れ
れ
ば

６
か
月
の
更
新
あ
り
）　

▼
勤
務
内
容
＝

受
付
事
務
、
案
内
業
務
、
施
設
管
理
業
務
、

講
座
な
ど
の
補
助　

▼
勤
務
場
所
＝
吉
胡

貝
塚
史
跡
公
園
（
吉
胡
貝
塚
資
料
館
）　

▼
勤
務
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分　

▼
賃
金
＝
時
給
８
１
０
円

▼
選
考
方
法
＝
面
接（
詳
細
は
後
日
通
知
）

▼
申
し
込
み
＝
２
月
29
日
（
金
）
ま
で
に

文
化
財
課
に
あ
る
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
提
出

▼
文
化
財
課
（
崋
山
会
館
２
階
）

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

▼
募
集
人
員
＝
１
名　

▼
対
象
＝
次
の

要
件
に
す
べ
て
該
当
す
る
方　

▼
要
件
＝

①
大
学
ま
た
は
大
学
院
に
お
い
て
日
本
考

古
学
（
先
史
考
古
学
）
を
修
了
し
て
い
る

②
博
物
館
学
芸
員
資
格
が
あ
る
③
発
掘
調

査
、
調
査
報
告
書
の
執
筆
な
ど
の
実
績
が

あ
る　

▼
採
用
期
間
＝
４
月
１
日
〜
平
成

21
年
３
月
31
日　

▼
勤
務
内
容
＝
埋
蔵
文

化
財
の
整
理
・
調
査
・
報
告
書
作
成
、
普

及
事
業
補
助　

▼
勤
務
形
態
＝
月
〜
金
曜

日
（
原
則
）
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４

時
15
分　

▼
勤
務
場
所
＝
吉
胡
貝
塚
史
跡

公
園
ほ
か　

▼
報
酬
＝
月
額
18
万
円

▼
選
考
方
法
＝
面
接
・
実
技
試
験
（
期
日

な
ど
詳
細
は
後
日
通
知
）　

▼
申
し
込
み

＝
２
月
29
日
（
金
）

ま
で
に
文
化
財
課
に

あ
る
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
実

績
を
示
す
資
料
を
添

付
の
う
え
提
出

▼
文
化
財
課

（
崋
山
会
館
２
階
）

☎
23
局
３
５
３
１

　

22
局
３
８
１
１

日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
日
）　

▼
選
考
方

法
＝
面
接（
期
日
な
ど
詳
細
は
後
日
通
知
）

▼
賃
金
＝
時
給
８
５
０
円　

▼
申
し
込
み

＝
２
月
29
日
（
金
）
ま
で
に
管
理
課
に
あ

る
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提

出▼
管
理
課
（
崋
山
会
館
２
階
）

☎
23
局
３
５
３
０　

22
局
３
８
１
１

　

児
童
ク
ラ
ブ
は
市
民
館
な
ど
を
利
用

し
て
共
働
き
に
よ
る
留
守
家
庭
な
ど
の
児

童
を
預
か
る
家
庭
生
活
の
延
長
の
場
所
で

す
。
児
童
の
安
全
を
守
り
、
遊
び
や
自
主

学
習
な
ど
を
通
し
て
、
児

童
の
育
成
、
指
導
を
行
う

指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員
＝
若
干
名

▼
対
象
＝
次
の
要
件
の
い

ず
れ
か
を
満
た
す
方

▼
要
件
＝
①
保
育
士
資
格

も
し
く
は
幼
稚
園
・
小
学

校
教
諭
免
許
を
お
持
ち
の

方
②
子
育
て
経
験
が
あ
り

心
身
と
も
に
健
康
な
方　

▼
勤
務
場
所
＝
神
戸
児
童

ク
ラ
ブ
（
神
戸
市
民
館
内
）

▼
勤
務
形
態
＝
週
３
〜
４

日
、
午
後
１
時
〜
６
時
（
夏

学校名 募集
人員 勤務時間

六連小学校 １名 午前９時～午後３時45分（６時間）

神戸小学校 １名 午前８時15分～午後５時（８時間）

大草小学校 １名 午前９時～午後３時45分（６時間）

田原東部小学校 １名 午前８時15分～午後５時（８時間）

田原南部小学校 １名 午前９時15分～午後４時（６時間）

童浦小学校 １名 午前８時～午後３時45分（７時間）

田原中部小学校 １名 午前８時15分～午後３時（６時間）

衣笠小学校 １名 午前９時15分～午後４時（６時間）

野田小学校 １名 午前９時15分～午後４時（６時間）

東部中学校 １名 午前８時05分～午後４時50分（８時間）

田原中学校
１名 午前８時～午後２時（５時間）

１名 午前10時～午後４時（５時間）

野田中学校 １名 午前９時～午後３時45分（６時間）

赤羽根中学校 １名 午前８時～午後４時45分（８時間）

■学校臨時用務員の募集人員と勤務時間
田
原
市
臨
時
職
員

（
学
校
臨
時
用
務
員
）

田
原
市
臨
時
職
員

（
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
）

田
原
市
臨
時
職
員

（
吉
胡
貝
塚
史
跡
公
園
）

田
原
市
嘱
託
員

（
埋
蔵
文
化
財
調
査
嘱
託
員
）
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▼
募
集
人
員
＝
若
干
名　

▼
対
象
＝
司

書
・
司
書
補
・
司
書
教
諭
の
う
ち
い
ず
れ

か
の
資
格
を
取
得
し
て
い
る
方
ま
た
は
３

月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方　

▼
採

用
期
間
＝
４
月
１
日
〜
平
成
21
年
３
月
31

日　

▼
勤
務
内
容
＝
図
書
館
業
務
全
般

▼
勤
務
場
所
・
勤
務
形
態
＝
表
の
と
お
り

▼
報
酬
＝
要
項
で
定
め
た
額　

▼
選
考
方

法
＝
筆
記
試
験
・
面
接
・
作
文　

▼
試
験

日
＝
２
月
29
日
（
金
）　

▼
申
し
込
み
＝

２
月
24
日
（
日
）
午
後
５
時
ま
で
に
田
原

市
中
央
・
赤
羽
根
・
渥
美
図
書
館
、指
導
課
、

福
祉
専
門
学
校
に
あ
る
申
込
用
紙
（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
作
文
（
テ
ー

マ
「
図
書
館
と
私
」
／
市
販
の
原
稿
用
紙

に
１
０
０
０
字
以
上
１
２
０
０
字
以
内
／

ワ
ー
プ
ロ
不
可
）、
資
格
証
明
書
（
コ
ピ

ー
可
）
ま
た
は
取
得
見
込
証
明
書
を
添
え

て
田
原
市
中
央
図
書
館
中
央
カ
ウ
ン
タ
ー

に
提
出
／
郵
送
の
場
合
は
田
原
市
図
書
館

に
２
月
22
日
（
金
）
必
着　

▼
そ
の
他
＝

詳
し
く
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
市
図
書
館

（
〒
４
４
１

－

３
４
２
１ 

田
原
町
汐
見
５
）

☎
23
局
４
９
４
６　

23
局
４
６
４
６

　

http://w
w
w
.city.tahara.aichi.jp/s

ection/library

▼
指
導
課
（
崋
山
会
館
２
階
）

☎
23
局
３
６
７
９　

22
局
３
８
１
１

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
22
局
３
９
３
９　

22
局
７
３
４
０

▼
募
集
人
員
＝
若
干
名　

▼
対
象
＝
心
身

と
も
に
健
康
で
、
普
通
自
動
車
免
許
証
を

取
得
し
、
土
木
作
業
経
験
の
あ
る
方

▼
採
用
期
間
＝
４
月
１
日
〜
平
成
21
年
３

月
31
日　

▼
勤
務
場
所
＝
市
役
所
お
よ
び

市
役
所
渥
美
支
所　

▼
勤
務
形
態
＝
週
４

日
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分　

▼
報
酬
＝
月
額
20
万
円　

▼
選
考
方
法
＝

面
接　

▼
試
験
日
＝
３
月
19
日
（
水
）　

▼
申
し
込
み
＝
３
月
14
日
（
金
）
ま
で
に

田
原
市
役
所
維
持
管
理
課
ま
た
は
渥
美
支

所
維
持
管
理
課
に
あ
る
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
提
出　

▼
そ
の
他
＝
詳

し
く
は
維
持
管
理
課
で
配
布
す
る
募
集
要

項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
維
持
管
理
課

☎
23
局
７
４
０
５　

23
局
０
１
８
０

▼
維
持
管
理
課
（
渥
美
支
所
内
）

☎
33
局
１
１
１
８　

32
局
２
５
０
６

▼
対
象
＝
全
講
座
受
講
可
能
で
、
義
務
教

育
を
修
了
し
て
い
る
方
ま
た
は
市
内
の
福

祉
関
係
事
業
所
に
所
属
し
、
所
属
長
の
推

薦
が
受
け
ら
れ
る
方
（
各
法
人
１
名
）

▼
受
講
期
間
＝
４
月
19
日
（
土
）
〜
９
月

27
日
（
土
）
ま
で
の
ほ
ぼ
隔
週
、
金
〜
日

曜
日　

▼
場
所
＝
田
原
福
祉
専
門
学
校　

▼
定
員
＝
40
名
（
申
込
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
／
過
去
３
年
間
の
申
し
込
み
で
２
回

以
上
抽
選
に
漏
れ
た
方
・
受
講
で
き
な
か

っ
た
方
を
優
先
）　

▼
受
講
料
＝
７
万
円

（
受
講
開
始
日
前
か
ら
３
か
月
以
上
市
内

に
住
所
が
あ
る
方
お
よ
び
現
に
市
内
で
３

か
月
以
上
介
護
業
務
ま
た
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
事
業
に
従
事
し
て
い
る
方
は
無
料
）
／

別
途
テ
キ
ス
ト
代
５
０
０
０
円
程
度
必
要

▼
申
し
込
み
＝
①
田
原
福
祉
専
門
学
校
に

あ
る
申
込
書
（
２
月
７
日
以
降
に
配
布
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
／
②
田
原
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
田
原
福
祉
専
門
学
校

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た

申
込
書
（
２
月
７
日
以
降
に
掲
載
）
に
必

要
事
項
を
入
力
の
う
え
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

▼
申
込
期
間
＝
２
月
７
日
（
木
）
〜
28
日

（
木
）　

▼
そ
の
他
＝
詳
し
く
は
広
報
た

は
ら
１
月
号
11
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
22
局
３
９
３
９　

22
局
７
３
４
０

　

senm
on@
city.tahara.aichi.jp

　

http://w
w
w
.tchs.ac.jp

▼
田
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.city.tahara.aichi.jp

　ラグーナ蒲郡では、開業５周年事業の一
環として、愛知県にお住まいの方を対象に、
ラグナシアの入園半額企画を実施します。
チケット購入時に、住所が証明できるもの
を提示のうえ、「愛知県民優待」とお申し出
ください。
対象 ▼愛知県にお住まいの方（同伴４名ま
で可／対象外地域の方も適用）

勤務場所 勤務形態

•中央図書館
•赤羽根図書館
•渥美図書館
※勤務場所の指定はでき
ません。

週５日勤務または土・日曜日、祝日勤務
【週５日勤務】

▼午前９時～午後４時45分
（土・日曜日、祝日出勤、不規則勤務あり／詳
細は募集要項にて）
【土・日曜日、祝日勤務】

▼午前８時30分～午後５時15分

•市内各小中学校 平日勤務
▼午前９時～午後４時45分

•田原福祉専門学校 平日勤務

▼午前10時15分～午後５時

■図書館等嘱託員の勤務場所および勤務形態

田
原
市
嘱
託
員

（
図
書
館
等
嘱
託
員
）

田
原
市
嘱
託
員

（
道
路
維
持
作
業
員
）

平
成
20
年
度
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
科

２
級
コ
ー
ス 

受
講
生

ラグーナ蒲郡☎（0533）58局2700
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田
原
市
教
育
委
員
会
で
は
、
自
主
財
源

の
確
保
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
的

に
、
生
涯
学
習
情
報
誌
（
平
成
20
年
度
上

半
期
）
へ
の
有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
枠
数
＝
10
枠　

▼
掲
載
場
所
＝
生

涯
学
習
情
報
誌
（
平
成
20
年
度
上
半
期
）

の
裏
表
紙　

▼
広
告
の
サ
イ
ズ
お
よ
び

掲
載
料
＝
【
１
種
広
告
】
縦
４
・
５
㎝
×

横
８
・
５
㎝
、
１
回
１
万
５
０
０
０
円
／

【
２
種
広
告
】
縦
４
・
５
㎝
×
横
１
８
・
０

㎝
、
１
回
３
万
円
（
サ
イ
ズ
は
原
則
と
し

て
１
種
広
告
と
し
ま
す
が
、
１
種
広
告
の

応
募
数
が
募
集
枠
に
満
た
な
い
場
合
は
２

種
広
告
も
掲
載
で
き
る
こ
と
と
し
ま
す
）

▼
申
し
込
み
＝
３
月
14
日
（
金
）
ま
で
に

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
署
名
・

押
印
し
た
も
の
に
広
告
原
稿
、
会
社
概
要

な
ど
を
添
付
し
て
直
接
提
出　

▼
そ
の
他

＝
申
し
込
み
の
際
に
は
、
要
綱
・
要
領
な

ど
の
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。（
申
込

書
お
よ
び
要
綱
な
ど
に
つ
い
て
は
、
田
原

市
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）

▼
生
涯
学
習
課
（
崋
山
会
館
２
階
）

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

http://w
w
w
.city.tahara.aichi.jp/

section/kyoiku/

　

い
ず
れ
も
１
区
画
20
㎡（
５
ｍ
×
４
ｍ
）

の
広
さ
で
、
利
用
料
は
年
額
５
０
０
０
円

で
す
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。

■
サ
ン
テ
フ
ァ
ー
ム

▼
場
所
＝
田
原
市
野
田
町
芦
ヶ
池
地
内　

▼
区
画
数
＝
90
区
画　

▼
申
し
込
み
＝
サ

ン
テ
パ
ル
ク
に
あ
る
利
用
許
可
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出　

▼
受
付

期
間
＝
２
月
13
（
水
）
〜
29
日
（
金
）

▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

☎
25
局
１
２
３
４　

25
局
１
２
３
５

■
田
原
市
民
ふ
れ
あ
い
農
園

▼
場
所
＝
田
原
市
田
原
町
北
荒
井
地
内　

▼
区
画
数
＝
50
区
画　

▼
申
し
込
み
＝
農

政
課
に
あ
る
利
用
許
可
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
提
出　

▼
受
付
期
間
＝

２
月
13
日
（
水
）
〜
29
日
（
金
）

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７　

22
局
３
８
１
７

▼
対
象
＝
18
歳
以
上
の
市
内
在
住
・
在
勤

者　

▼
定
員
＝
各
コ
ー
ス
20
名（
先
着
順
）

▼
受
講
料
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費

負
担
）　

▼
申
し
込
み
＝
電
話
に
て
（
休

館
日
＝
月
曜
日
／
祝
日
の
場
合
は
火
曜

日
）　

▼
そ
の

他
＝
受
講
中

の
コ
ー
ス
を

含
め
、
同
時

に
一
人
２
コ

ー
ス
ま
で
受

講
で
き
ま
す
。

▼
情
報
推
進
課
（
情
報
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
22
局
７
２
０
０　

23
局
２
８
０
８

　

田
原
市
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市

民
農
園
、
家
庭
菜
園
な
ど
で
自
家
用
、
趣

味
程
度
に
農
作
物
を

栽
培
し
て
み
た
い
方

を
対
象
に
、
春
夏
野

菜
の
栽
培
方
法
、
栽

培
管
理
、
収
穫
作
業

に
つ
い
て
、
４
月
か

ら
８
月
ま
で
、
月
２

回
程
度
の
講
座
お
よ

び
実
技
指
導
を
行
い

ま
す
。
健
康
づ
く
り
、

生
き
が
い
づ
く
り
に

役
立
て
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。

▼
対
象
＝
農
業
に
興

味
が
あ
る
市
内
在
住
・

在
勤
者　

▼
定
員
＝
10
名
（
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
）　

▼
場
所
＝
田
原
市

役
所
赤
羽
根
支
所
お
よ
び
周
辺
の
ほ
場

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
①
電

話
に
て
②
２
月
29
日
（
金
）
ま
で
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
直
接
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て　

▼
そ
の
他
＝

参
加
者
の
意
向
に
よ
り
、
講
座
内
容
を
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー（
赤
羽
根
支
所
１
階
）

☎
45
局
３
１
１
４　

45
局
３
４
１
９

　

einou@
city.tahara.aichi.jp

　

http://w
w
w
.city.tahara.aichi.jp/s

ection/einou/

コース 開催日 時間・場所

初級
パソコンの
基本操作

2/13（水）～2/15（金）、
2/20（水）～2/22（金）

９:30～11:30
情報センター

2/19（火）、2/21（木）、2/26（火）、
2/28（木）、3/4（火）、3/6（木）

13:30～15:30
情報センター

文書作成
ワード初級

2/5（火）～2/8（金）
９:30～11:30
渥美文化会館

3/4（火）～3/7（金）
９:30～11:30
情報センター

案内文作成
ワードを使って

3/7（金）
13:30～15:30
情報センター

表計算
エクセル初級

2/5（火）～2/8（金）
13:30～15:30
渥美文化会館

2/26（火）～2/29（金）
９:30～11:30
情報センター

■パソコン教室

生
涯
学
習
情
報
誌
へ
の
広
告

「
サ
ン
テ
フ
ァ
ー
ム
」

「
ふ
れ
あ
い
農
園
」 

利
用
者

パ
ソ
コ
ン
教
室 

受
講
者

活い

き
活い

き
農
業
セ
ミ
ナ
ー 

受
講
者
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地
域
で
助
け
合
い
な
が
ら
高
齢
者
が
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
的
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
研
修
を
開

催
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
福
祉
に
関

心
が
あ
る
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
一
般　

▼
日
時
・
内
容
＝
表
の

と
お
り　

▼
場
所
＝
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
２
月

20
日
（
水
）
ま
で
に
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場

合
は
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
福
祉
課
（
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
23
局
４
６
５
４　

23
局
３
５
４
５

　

fukushi@
city.tahara.aichi.jp

　

衣
笠
学
習
の
森
で
間
伐
し
た
木
を
「
ホ

ダ
木
」
と
し
て
、
シ
イ
タ
ケ
・
ヒ
ラ
タ
ケ

の
菌
（
種
）
打
ち
体
験
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
２
月
23
日
（
土
）
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
３
時
（
雨
天
決
行
）　

▼
場
所

＝
衣
笠
学
習
の
森
（
集
合
場
所
＝
衣
笠
市

民
館
）　

▼
定
員
＝
50
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
持
ち
物
＝
弁
当
・

飲
み
物
・
軍
手
・
筆
記
用
具　

▼
申
し
込

み
＝
２
月
22
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
に
て

▼
そ
の
他
＝
昼
食
時
に
味
噌
汁
を
サ
ー
ビ

ス
し
ま
す
。
ゴ
ミ
減
量
の
た
め
、お
わ
ん
・

箸
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
／
菌
打
ち
し
た

「
ホ
ダ
木
」
は
、
各
種
一
人
１
本
持
ち
帰

り
で
き
ま
す
。
／
木
の
片
付
け
な
ど
を
行

う
た
め
、
森
で
の

軽
作
業
が
で
き
る

服
装
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
公
園
緑
地
課

☎
23
局
４
１
０
３

　

23
局
０
１
８
０

　

愛
す
る
家

族
や
友
人
が

目
の
前
で
倒

れ
た
と
き
、

あ
な
た
は
何

が
で
き
ま
す

か
？

　

田
原
市
消
防
署
で
は
、
心
肺
蘇
生
法
と

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
取

り
扱
い
を
学
ぶ
普
通
救
命
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者　

▼
日
時
＝
３
月
22
日
（
土
）
午
前
９
時
〜

正
午　

▼
場
所
＝
田
原
市
消
防
署　

▼
定

員
＝
20
名
（
先
着
順
）　

▼
参
加
料
＝
無

料　

▼
申
し
込
み
＝
３
月
21
日
（
金
）
ま

で
に
直
接
ま
た
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ

ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合

は
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・
電

話
番
号
・
職
業
を
明
記
）

▼
消
防
署

☎
23
局
４
０
７
５　

23
局
２
４
４
０

　

syoubous@
city.tahara.aichi.jp

　

愛
知
県
で
は
、
消
費
者
を
と
り
ま
く
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
消
費

生
活
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
消
費
者
行
政
の
推

進
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま

す
。

【
モ
ニ
タ
ー
の
主
な
仕
事
】

❶
日
常
生
活
の
中
で
危
険
と
思
わ
れ
る
商

品
、不
当
な
表
示
、悪
質
商
法
、生
活
必

需
品
の
価
格
動
向
な
ど
の
監
視
・
通
報

❷
調
査
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
（
年
５
回

程
度
）

❸
生
活
必
需
品
な
ど
で
、
県
が
特
に
必
要

と
し
た
場
合
の
需
給
・
価
格
調
査

❹
消
費
者
行
政
に
関
す
る
意
見
・
要
望
の

提
出

❺
地
域
・
周
囲
な
ど
へ
の
消
費
生
活
に
関

す
る
情
報
の
提
供

❻
研
修
会
（
年
１
回
の
予
定
）
へ
の
出
席

▼
対
象
＝
満
20
歳
以
上
の
愛
知
県
内
在
住

者　

▼
任
期
＝
４
月
の
依
頼
日
〜
平
成
21

年
３
月
31
日　

▼
謝
礼
＝
年
額
７
０
０
０

円
（
予
定
）　

▼
申
し
込
み
＝
２
月
13
日

（
水
）
ま
で
に
市
役
所
商
工
観
光
課
ま
た

は
東
三
河
県
民
生
活
プ
ラ
ザ
に
あ
る
申
込

用
紙
（
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
提
出

▼
東
三
河
県
民
生
活
プ
ラ
ザ

☎（
０
５
３
２
）52
局
７
３
３
７

　
（
０
５
３
２
）52
局
７
３
８
８

　

http://w
w
w
.pref.aichi.jp/kenm

in
/shohiseikatsu/m

onitor/

き
の
こ
菌
打
ち
体
験 

参
加
者

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
研
修

受
講
者

開催日 時間 内容・講師

３月３日
（月）

午後
１時30分
～３時45分

『高齢者の理解と援助の原則』（講義）
講師 ▼日本福祉大学社会福祉総合研修センター研修講
師・飯島 佳代さん（看護師）

３月10日
（月）

午後
１時30分
～４時30分

『レクリエーションから介護予防を考える』（演習）
講師 ▼びわじまレクリエーションスポーツスタディ主宰・
江口 正己さん（レクリエーションコーディネーター）

３月17日
（月）

午後
１時30分
～３時45分

『ボランティア活動のすすめ』（講義）
講師 ▼日本福祉大学社会福祉総合研修センター研修講
師・山田 誠司さん（なないろくりえいと代表）

■ボランティア養成研修受講者

普
通
救
命
講
習
会 

受
講
者

愛
知
県
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
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こ
れ
ま
で
は
、
75
歳
（
一
定
の
障
害
が

あ
る
と
認
定
さ
れ
た
方
は
65
歳
）
以
上
の

方
は
、
国
民
健
康
保
険
や
会
社
の
健
康
保

険
な
ど
の
医
療
保
険
制
度
に
加
入
し
な
が

ら
、「
老
人
保
健
制
度
」
で
医
療
を
受
け

て
い
ま
し
た
が
、平
成
20
年
４
月
か
ら
は
、

こ
れ
ま
で
加
入
し
て
い
た
医
療
保
険
制
度

を
抜
け
て
、
新
た
に
独
立
し
た
「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
」
に
加
入
し
、
医
療
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
と
変
わ
る
こ
と

◉
新
し
い
保
険
証
が
３
月
末
ま
で
に
一
人

に
つ
き
１
枚
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
保
険
証
と
老
人
保
健
の
医

療
受
給
者
証
は
使
え
な
く
な
り
ま
す
。
新

し
い
保
険
証
が
４
月
に
な
っ
て
も
届
か
な

い
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◉
保
険
料
を
被
保
険
者
全
員
が
納
め
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
被
保
険
者
全
員
が
均
等

に
負
担
す
る「
均
等
割
額
」と
、
被
保
険

者
の
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る「
所
得

割
額
」の
合
計
に
な
り
ま
す
。
平
成
20
年

度
・
21
年
度
の
愛
知
県
内
の
均
等
割
額
は

４
万
１
７
５
円
、
所
得
割
額
を
算
出
す
る

所
得
割
率
は
、
７
・
４
３
％
で
す
。（
一
部

市
町
村
を
除
く
）

※
詳
し
く
は
、
別
に
配
布
す
る
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
（
チ
ラ
シ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
３
５
１
４　

23
局
０
１
８
０

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
納
付
期
限
か

ら
２
年
を
経
過
す
る
と
、
時
効
に
よ
り
納

め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
納
め
忘
れ
が
あ

る
と
、老
齢
基
礎
年
金
が
減
額
さ
れ
た
り
、

受
給
で
き
な
く
な
る
ば
か
り
か
、
場
合
に

よ
っ
て
は
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
な
ど
も
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
い
か
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

　

も
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済

的
に
困
難
で
、
本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の

前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
で
あ
る
方
は
、

本
人
の
手
続
き
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が

免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
豊
橋
社
会
保
険
事
務

所
ま
た
は
市
役
所
の
保
険
年
金
課
国
保
年

金
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
に
は
、
口
座

振
替
が
便
利
で
す
。
申
込
手
続
き
は
、
お

近
く
の
金
融
機
関
ま
た
は
郵
便
局
で
で
き

ま
す
。
年
金
手
帳
、
預
貯

金
通
帳
、
通

帳
届
出
印
を

お
持
ち
の

う
え
、
お

申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
豊
橋
社
会
保
険
事
務
所

☎（
０
５
３
２
）33
局
４
１
１
８

　
（
０
５
３
２
）33
局
３
４
１
１

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
２
１
４
９　

23
局
０
１
８
０

　

渥
美
地
区
の
水
道
料
金
は
こ
れ
ま
で
、

合
併
前（
旧
渥
美
町
）の
料
金
を
引
き
継

い
で
き
ま
し
た
が
、
平
成
20
年
４
月
請

求
分（
３
月
検
針
分
）か
ら
、
田
原
市
の

料
金
に
統
一
し
ま
す
。
１
か
月
当
た
り

の
水
道
料
金
な
ど
は
、
表
の
と
お
り
で

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
水
道
課

☎
23
局
３
５
３
２　

22
局
３
１
８
４

国
民
年
金
保
険
料

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

渥
美
地
区
の

水
道
料
金
が
変
わ
り
ま
す

口径 使用
水量

渥美地区の
水道料金

（H19年度まで）

田原市の
料金に統一
（Ｈ20年度から）

13㎜

10m3 1785円 1522円

20m3 2730円 2257円

30m3 4095円 3412円

20㎜

10m3 3570円 3045円

20m3 4515円 3780円

30m3 5880円 4935円

■１か月当たりの水道料金例（税込み）

口径
渥美地区の
水道料金

（H19年度まで）

田原市の
料金に統一
（Ｈ20年度から）

13㎜ 1050円 892.5円

20㎜ 2835円 2415　円

25㎜ 5250円 4095　円

30㎜ 7875円 6405　円

40㎜ 1万7850円 1万2810　円

50㎜ 2万7300円 2万1945　円

75㎜ 7万1400円 5万6490　円

100㎜ 12万　750円 10万5945　円

150㎜ 27万3000円 26万2605　円

200㎜ 48万3000円 48万3315　円

■固定料金（１か月当たり・税込み）

区
分

使用
水量
（m3）

渥美地区の
水道料金

（H19年度まで）

田原市の
料金に統一
（Ｈ20年度から）

専
用
・
供
用

1～10 73.5円 63　円

11～20 94.5円 73.5円

21～30 136.5円 115.5円

31～50 157.5円 136.5円

51～100 189　円 168　円

101～ 210　円 178.5円

臨時用 378　円 241.5円

■使用水量料金（１m3当たり・税込み）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が

始
ま
り
ま
す
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現
在
、精
神
障
害
者
が
入
院
し
た
場
合
、

入
院
医
療
費
（
保
険
適
用
）
の
自
己
負
担

額
の
半
額
を
助
成
し
て
い
ま
す
が
、
平
成

20
年
４
月
入
院
分
か
ら
制
度
が
変
わ
り
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
〜
２
級
を

お
持
ち
の
方
に
つ
い
て
は
、
入
院
医
療
費

（
保
険
適
用
）
の
自
己
負
担
額
全
額
を
助

成
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
そ
れ

以
外
の
方
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
ど
お
り

半
額
を
助
成
し
ま
す
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
３
５
１
４　

23
局
０
１
８
０

　

不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る
夫
婦
の
治
療

費
の
一
部
を
助
成
す
る
「
特
定
不
妊
治
療

費
等
助
成
事
業
」
の
対
象
範
囲
を
、
平
成

19
年
７
月
診
療
分
か
ら
拡
大
し
ま
し
た
。

■
主
な
拡
大
内
容

•
不
妊
検
査
・
ホ
ル
モ
ン
療
法
等
の
一
般

不
妊
治
療
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

•
愛
知
県
外
の
医
療
機
関
で
受
け
て
い
る

治
療
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
治
療
等

•
不
妊
検
査
（
超
音
波
検
査
、
ホ
ル
モ
ン

検
査
、
そ
の
他
不
妊
治
療
に
必
要
と
す

る
検
査
）

•
不
妊
治
療
▼
一
般
不
妊
治
療
（
ホ
ル
モ

ン
療
法
、
人
工
授
精
等
）
▼
特
定
不
妊

治
療
（
体
外
受
精
、
顕
微
授
精
）

※
平
成
18
年
４
月
〜
平
成
19
年
６
月
に
受

け
た
人
工
授
精
に
つ
い
て
田
原
市
の
補
助

を
受
け
ら
れ
た
方
も
、
平
成
19
年
７
月
１

日
以
降
に
受
け
た
一
般
不
妊
治
療
の
補
助

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
健
康
課
（
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
23
局
３
５
１
５　

23
局
３
８
１
０

▼
健
康
課
（
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
内
）

☎
33
局
０
３
８
６　

33
局
０
３
１
９

　

愛
知
県
内
の
市
町
村
と
事
業
者
団
体
、

女
性
団
体
、
消
費
者
団
体
な
ど
で
つ
く
る

「
ご
み
ゼ
ロ
社
会
推
進
あ
い
ち
県
民
会
議
」

で
は
、
レ
ジ
袋
削
減
の
取
り
組
み
と
し
て

「
レ
ジ
袋
削
減
取
組
店
制
度
」
を
創
設
し

ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
レ
ジ
袋
辞
退
率
を
３
年

間
で
50
％
以
上
と
す
る
こ
と
を
目
標
に
取

り
組
む
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
小

売
店
を
登
録
す
る
も
の
で
す
。
登
録
を
す

る
店
舗
の
規
模
は
問
い
ま
せ
ん
。
希
望
さ

れ
る
店
舗
は
、
次
の
と
お
り
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間
＝
６
月
20
日
（
金
）
ま
で　

▼
申
込
場
所
＝
清
掃
管
理
課　

▼
そ
の
他

＝
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
登
録
店

の
情
報
を
今
後
発
行
す
る
広
報
た
は
ら
で

お
し
ら
せ
し
ま
す
。
買
い
物
に
は
マ
イ
バ

ッ
グ
な
ど
を
活
用
し
、
レ
ジ
袋
の
削
減
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
愛
知
県
資
源
循
環
推
進
課

☎（
０
５
２
）９
５
４
局
６
２
３
４

▼
清
掃
管
理
課

☎
23
局
３
５
３
８　

23
局
０
４
８
８

　

東
三
河
の
花
き
産
業
の
振
興
と
発
展
を

目
指
し
、切
り
花
や
鉢
物
を
Ｐ
Ｒ
す
る「
第

６
回
フ
ラ
ワ
ー
ド
リ
ー
ム
」
を
、
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

▼
内
容
＝

❶
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

地
元
産
の
花
を
使
っ
て
「
花
あ
そ
び
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
巨
大
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

を
展
示
し
ま
す
。

❷
東
三
河
の
花
の
展
示

生
産
者
が
丹
精
こ
め
て
栽
培
し
た
花

を
展
示
し
ま
す
。

❸
花
の
楽
し
み
方
の
実
演

地
元
の
花
屋
さ
ん
が
、
新
し
い
ア
レ
ン

ジ
や
寄
せ
植
え
な
ど
の
花
の
楽
し
み
方

を
実
演
し
ま

す
。

❹
即
売

地
元
で
生

産
さ
れ
て

い
る
切
り

花
・
鉢
物

な
ど
を
即

売
し
ま
す
。

❺
お
楽
し
み
抽
選
会

ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
た
方
に
抽
選
で

コ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

❻
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

展
示
し
た
花
（
一
部
を
除
く
）
を
せ

り
売
り
で
販
売
し
ま
す
。　

ほ
か

▼
開
催
日
＝
２
月
23
日（
土
）〜
24
日（
日
）

▼
場
所
＝
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
豊
橋
店

（
豊
橋
市
藤
沢
町
）　

▼
そ
の
他
＝
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
フ
ラ
ワ
ー
ド
リ
ー
ム
事
務
局

（
豊
橋
市
役
所
農
政
課
内
）

☎（
０
５
３
２
）51
局
２
４
７
５

精
神
障
害
者
入
院
医
療
費

助
成
制
度
を
変
更

特
定
不
妊
治
療
費
等

助
成
制
度
を
拡
大

レ
ジ
袋
削
減
の
取
り
組
み
に

ご
協
力
を

第
６
回
フ
ラ
ワ
ー
ド
リ
ー
ム
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毎
年
３
月
は
、

軽
自
動
車
税
申

告
な
ど
の
関
係
か

ら
、
軽
自
動
車
の

名
義
変
更
、
廃
車

の
届
出
が
集
中

し
、
窓
口
が
大
変
混
雑
す
る
状
況
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

名
義
変
更
お
よ
び
廃
車
の
届
出
は
、
で

き
る
限
り
３
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
に
済
ま
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◉
軽
自
動
車
検
査
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.keikenkyo.or.jp

◉
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

☎（
０
５
３
２
）34
局
３
３
７
０

▼
軽
自
動
車
検
査
協
会
豊
橋
支
所

☎（
０
５
３
２
）34
局
３
３
１
１

　
「
法
テ
ラ
ス
」
で
は
、
法
的
ト
ラ
ブ
ル

の
紛
争
に
役
立
つ
情
報
や
、
相
談
窓
口
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年

度
に
小
・
中

学
校
体
育
施

設
を
利
用
す

る
団
体
の
申

請
を
受
け
付

け
ま
す
。
な

お
、
平
成
19

年
度
に
登
録
し
た
団
体
も
新
た
に
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。

▼
対
象
＝
市
内
に
在
住
・
在
勤
の
10
名
以

上
の
グ
ル
ー
プ　

▼
開
放
施
設
＝
市
内
の

小
・
中
学
校
の
運
動
場
と
体
育
館
、
武
道

場　

▼
使
用
料
＝
無
料
（
東
部
中
学
校
ナ

イ
タ
ー
は
有
料
）　

▼
申
し
込
み
＝
３
月

７
日
（
金
）
ま
で
に
、生
涯
学
習
課
、田
原
・

赤
羽
根
・
渥
美
文
化
会
館
・
渥
美
運
動
公

園
お
よ
び
田
原
市
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
あ
る
登
録
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
提
出　

▼
そ
の
他
＝
「
社
会

活
動
災
害
補
償
制
度
」（
通
称
ふ
れ
あ
い

保
険
）
に
つ
い
て
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

各
自
保
険
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

http://w
w
w
.city.tahara.aichi.jp/s

ection/kyoiku/

　

皆
さ
ん
の
家
庭
で
は
、
ど
の
よ
う
な
防

火
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
か
？ 

日
ご
ろ

か
ら
防
火
に
対
す
る
不
安
や
疑
問
を
お
持

ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
寒
さ
も
峠
を
越
え

る
た
め
、
火
へ
の
注
意
心
も
緩
み
が
ち
に

な
り
ま
す
。
火
災
か
ら
尊
い
命
を
守
る
た

め
に
、
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

■
住
宅
防
火
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

•
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

•
火
災
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
住
宅

用
消
火
器
な
ど
を
設
置
し
ま
し
よ
う
。

•
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
方
を
守
る

た
め
に
、
近
所
の
協
力
体
制
を
整
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
消
防
課

☎
23
局
４
０
７
４　

23
局
０
１
８
０

　

法
的
ト
ラ
ブ
ル
を
持
っ
た
方
に
無
料

（
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
場
合
）の
法
律

相
談
を
行
い
、必
要
な
場
合
、弁
護
士
等
の

費
用
を
立
て
替
え
ま
す
。と
く
に
多
重
債

務
な
ど
で
お
困
り
の
方
は
、ぜ
ひ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
相
談
種
目
・
日
時
な
ど
＝
表
の
と
お
り

▼
場
所
＝
法
テ
ラ
ス
三
河
支
部（
岡
崎
市

康
生
通
西　

森
岡
崎
ビ
ル
２
階
）　

▼
そ

の
他
＝
３
月
末
に
、事
務
所
を
岡
崎
市
役

所（
西
庁
舎
１
階
）に
移
転
す
る
予
定
で

す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
法
テ
ラ
ス
三
河
支
部

☎（
０
５
０
）３
３
８
３
局
５
４
６
５

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動　
　

　
　
　

３
月
１
日
土
〜
７
日
金

学
校
施
設
開
放

利
用
団
体
の
登
録

軽
自
動
車
の
名
義
変
更
お
よ
び

廃
車
の
届
出
に
つ
い
て

法
律
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
は

「
法
テ
ラ
ス
」に
ご
相
談
を

相談種目 相談日時 備考

情報提供
（法律相談）

土・日曜日および祝日を除く毎日

午前９時～午後４時
来所または
電話相談

法律相談
弁護士 ▼週１回

司法書士 ▼月２回
予約制
（資格要件あり）

民事法律扶助
（弁護士等代理援助）

法律相談の後、弁護士等受任
弁護士等
費用立替
（資格要件あり）

■「法テラス」の相談種目・日時

つ
け
ま
し
た
か
？

住
宅
用
火
災
警
報
器

設
置
期
限
▼
平
成
20
年
５
月
31
日

　

あ
な
た
や
家
族
の
命

を
守
る
た
め
、早
期
に

設
置
し
ま
し
ょ
う
。
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〜
午
後
５
時　

▼
縦
覧
場
所
＝
選
挙
管
理

委
員
会（
市
役
所
南
庁
舎
３
階
総
務
課
内
）

▼
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）

☎
23
局
３
５
０
６　

23
局
０
１
８
０

　

田
原
市
で
は
、
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り

を
目
指
し
、
下
水
道
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
今
回
、
公
共
下
水
道
の
整
備
を
拡
大

す
る
に
あ
た
り
、
認
可
区
域
変
更
案
の
縦

覧
を
行
い
ま
す
。
田
原
市
の
住
民
お
よ
び

利
害
関
係
者
は
、
縦
覧
期
間
内
に
限
り
、

市
長
に
意
見
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

▼
縦
覧
期
間
＝
２
月
12
日
（
火
）
〜
25
日

（
月
）　

▼
縦
覧
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時　

▼
縦
覧
場
所
＝
下
水
道
課
渥

美
分
室
（
渥
美
支
所
内
）

▼
下
水
道
課
（
渥
美
支
所
内
）

☎
33
局
１
１
１
３　

32
局
２
５
０
６

▼
日
時
＝
３
月

９
日
（
日
）
午

後
１
時
〜
５
時

30
分　

▼
場
所

＝
渥
美
文
化
会

館　

▼
テ
ー
マ

＝
こ
の
街
で
あ

な
た
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
！

▼
内
容
＝
各
種
団
体
の
活
動
発
表
、
講
演

会
、
分
科
会
、
パ
ネ
ル
展
示
な
ど　

▼
参

加
料
＝
無
料　

▼
そ
の
他
＝
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
あ
つ
み
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

☎
32
局
３
９
６
３　

32
局
３
９
６
３

　

平
成
20
年
１
月
１
日
現
在
で
調
製
さ
れ

た
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

を
行
い
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間
＝
２
月
23
日（
土
）〜
３
月
８

日（
土
）　

▼
縦
覧
時
間
＝
午
前
８
時
30
分

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

公
共
下
水
道
の
事
業
認
可
変
更

（
渥
美
処
理
区
）

あ
つ
み
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
集
い
２
０
０
８

■公共下水道の事業認可変更（渥美処理区）

■＝今回認可区域（汚水）
■＝既認可区域（汚水）

【予定拡大区域】
保美地区・山田地区・長沢地区・中山地区の一部　約73ha
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平
成
20
年
度
か
ら
市
県
民
税
、
固
定
資

産
税
、
都
市
計
画
税
の
納
期
前
納
付
報
奨

金
制
度
が
廃
止
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴

い
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
で
、
来
年

度
以
降
の
口
座
振
替
を
前
納
（
年
税
額
を

一
括
で
納
付
）
か
ら
期
別
（
各
納
期
ご
と

に
納
付
）
に
変
更
し
た
い
と
い
う
方
は
、

新
た
に
口
座
振
替
の
変
更
手
続
き
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

▼
届
出
先
＝
市
役
所
税
務
課
、
赤
羽
根

支
所
、
渥
美
支
所
、
口
座
振
替
を
ご
利
用

の
金
融
機
関
ま
た
は
郵
便
局　

▼
期
限
＝

固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
は
平
成
20
年

２
月
末
ま
で
、
市
県
民
税
は
平
成
20
年
３

月
末
ま
で　

▼
そ
の
他
＝
手
続
き
の
際
に

は
、
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、
振
替

口
座
の
届
出
印
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
０
９　

23
局
０
１
８
０

　

オ
ー
ト
バ
イ
、
ト
ラ
ク
タ
ー
、
軽
自
動

車
な
ど
に
か
か
る
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年

４
月
１
日
現
在
の
「
台
帳
上
の
所
有
者
」

に
課
税
さ
れ
ま
す
。
売
却
・
譲
渡
・
下
取

り
・
解
体
・
盗
難
な
ど
に
よ
り
所
有
し
な

く
な
っ
た
場
合
、
ま
た
は
所
有
者
が
死
亡

し
た
場
合
に
は
、
必
ず
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。
届
け
出
が
な
い
と
「
台
帳
上
の

所
有
者
」
と
し
て
い
つ
ま
で
も
課
税
さ
れ

ま
す
。
詳
し
く
は
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
原
動
機
付
自
転
車
（
排
気
量
１
２
５
cc

以
下
）、
小
型
特
殊
自
動
車
（
ト
ラ
ク
タ

ー
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
な
ど
）
＝
市
役
所

税
務
課
ま
で　

▼
軽
自
動
車
、
オ
ー
ト
バ

イ
（
１
２
６
cc
以
上
）
＝
渥
美
自
家
用
自

動
車
組
合
ま
で

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
０
９　

23
局
０
１
８
０

▼
渥
美
自
家
用
自
動
車
組
合

☎
22
局
０
７
４
６

　

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
。

▼
12
月
25
日
、
匿
名
希
望
の
方
か
ら
、
児

童
福
祉
の
た
め
金
50
万
円
。

パブリックコメント手続制度に基づき、次の案件
について意見を募集します。皆さんの意見をお聞
かせください。

納
期
前
納
付
報
奨
金
制
度
を

廃
止
し
ま
す

軽
自
動
車
の
異
動
届

□意見提出方法
①公表場所へ持参　②郵便　③ＦＡＸ　④Ｅメール
※住所、氏名、電話番号を明記のうえ、意見を提出してく
ださい。（個々の意見には直接回答いたしません。）

□計画案の公表場所
各案件の担当課（室）、市民生活課（市役所赤羽根支所・渥
美支所）、中央図書館、市ホームページ
　　http://www.city.tahara.aichi.jp
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◉
〜
２
月
17
日
日

田
原
市
博
物
館 

平
常
展

場
所
▼
田
原
市
博
物
館

開
館
時
間
▼
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
入

館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）
月
曜
日
休
館

内
容
▼
崋か

椿ち
ん

系
の
画
家
た
ち―

近
代
へ
の

流
れ（
特
別
展
示
室
）、
田
原
の
美
術
〜

寄
贈
・
寄
託
品
を
中
心
に（
企
画
展
示
室
）

観
覧
料
▼
一
般
２
１
０
円
（
１
６
０
円
）、

小
・
中
学
生
１
０
０
円
（
80
円
）

※（　

）内
は
20
名
以
上
の
団
体
割
引
料
金

※
毎
週
土
曜
日
は
小
中
高
生
無
料
開
放
日

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22
局
１
７
２
０　

23
局
３
７
７
０

◉
２
月
３
日
日
・
９
日
土
・
17
日
日

児
童
生
徒
文
化
体
験
教
室「
子
ど
も
茶
会
」

時
間
▼
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所
▼
池
ノ
原
会
館

▼
生
涯
学
習
課
（
崋
山
会
館
２
階
）

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

◉
２
月
９
日
土
〜
３
月
９
日
日

渥
美
郷
土
資
料
館
企
画
展「
ひ
な
祭
り
展
」

場
所
▼
渥
美
郷
土
資
料
館

開
館
時
間
▼
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
入

館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）月
曜
日
休
館

内
容
▼
ひ
な
人
形
の
変
遷
を
展
示
し
ま
す

観
覧
料
▼
無
料

▼
渥
美
郷
土
資
料
館

☎
33
局
１
１
２
７　

34
局
１
０
１
０

◉
２
月
10
日
日

田
原
健
康
ふ
れ
あ
い
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

時
間
▼
午
前
８
時
〜
正
午

場
所
▼
白
谷
海
浜
公
園
陸
上
競
技
場

▼
体
育
協
会
事
務
局（
田
原
文
化
会
館
内
）

☎
23
局
６
０
６
３　

22
局
６
４
５
５

◉
２
月
17
日
日

ド
ッ
ヂ
ビ
ー
大
会

時
間
▼
午
前
９
時
〜

場
所
▼
渥
美
運
動
公
園
屋
内
競
技
場

▼
生
涯
学
習
課
（
崋
山
会
館
２
階
）

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

２月24日（日）
午後１時30分開演（30分前開場）
田原文化会館文化ホール
無料　※ただし、整理券が必要です。
２月８日（金）から、田原市役所企画課、
田原・赤羽根・渥美文化会館にて配布
※一人５枚まで
定員５名（先着順）／おやつ代１００円
※２月15日（金）までにお申し込みください。

▲ 企画課
☎２３局３５０７　２３局０１８０

講師：戸田奈津子氏
（映画字幕翻訳者）

　「タイタニック」「アルマ
ゲドン」「ラスト・サムライ」
など、多数の映画字幕を手
がけている戸田奈津子さん
の講演会です。

日 　 時

場 　 所
入 場 料
整 理 券

託 児

問 合 先

２月24日（日） 午前10時～午後３時
田原文化会館一帯
無料

▲ 総務課
☎２３局３５０６
　２３局０１８０

▲ 田原市民活動支援センター
※田原文化会館フリースペースにある窓口（金～
日曜日・午後２時～７時）に直接お越しください。

日 　 時
場 　 所
入 場 料
問 合 先

月
の
イ
ベ
ン
ト

2
▼男女共同参画講演会

「ともに豊かに生きる ―字幕の中に人生―」 しみんしみんのひろばひろば
―おもしろいじゃん市民活動、やるじゃん田原人―

2/24開催
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舘野泉ピアノリサイタル
左手のピアニスト、舘野泉によるピアノリサイタルです。
左手から広がる新たな音楽世界…。 感動の世界。

日 時　２月17日（日） 午後２時開演（30分前開場）
場 所　田原文化会館文化ホール

　　　　　※未就学児のご入場はご遠慮願います。
チケット　田原・赤羽根・渥美文化会館にて販売中
問 合 先　田原文化会館 ☎22局6061

高嶋ちさ子 ＆ 加羽沢美濃
Chisa&Minoハートフル・クラシックス
10周年スペシャルコンサート
ヴァイオリン２名と、ピアノの美しいハーモニーをお楽しみください。

日 時　３月16日（日） 午後２時開演
　　　　　（30分前開場）
場 所　渥美文化会館文化ホール
入 場 料　Ｓ席4,000円／Ａ席3,500円
　　　　　（高校生以下500円引）
　　　　　※未就学児のご入場はご遠慮願います。
チケット　渥美文化会館にて販売中
問 合 先　渥美文化会館 ☎33局1000

チケット売り切れの際はご容赦ください
前売券が完売した場合、当日券の販売はありません。

全席指定のイベントのチケットは、開催会場のみの販売となります。
託児サービス（先着10名まで）

各イベントの10日前までに、生涯学習課までお申し込みください。（託児代100円）

◉
２
月
21
日
木
〜
３
月
30
日
日

田
原
市
博
物
館 

平
常
展

場
所
▼
田
原
市
博
物
館

開
館
時
間
▼
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
入

館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）
月
曜
日
休
館

内
容
▼
谷た

に

文ぶ
ん

晁ち
ょ
う―

関
東
南
画
の
総
帥
（
特

別
展
示
室
）、
空
中
写
真
か
ら
み
る
渥

美
半
島
の
原
風
景
（
企
画
展
示
室
１
）、

ひ
な
人
形
展
（
企
画
展
示
室
２
）

観
覧
料
▼
一
般
２
１
０
円
（
１
６
０
円
）、

小
・
中
学
生
１
０
０
円
（
80
円
）

※（　

）内
は
20
名
以
上
の
団
体
割
引
料
金

※
毎
週
土
曜
日
は
小
中
高
生
無
料
開
放
日

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22
局
１
７
２
０　

23
局
３
７
７
０

第１回田原市民コンサート
岡田三千枝メゾ・ソプラノコンサート
田原市民が企画・運営する市民コンサート。第１回目は、メゾ・
ソプラノ歌手「岡田三千枝」によるリサイタルです。
ピアノ伴奏：藤城敬子

日 時　３月23日（日） 午後２時開演（30分前開場）
場 所　田原文化会館文化ホール
入 場 料　1,000円（高校生以下500円引）
チケット　田原・赤羽根・渥美文化会館
　　　　　にて販売中
問 合 先　生涯学習課 ☎23局3531

◉
３
月
９
日
日

お
た
が
ま
つ
り

場
所
▼
長
仙
寺
（
六
連
町
）

内
容
・
時
間
▼
植
木
市
（
午
前
９
時
〜
）、

み
こ
し
渡と

御ぎ
ょ（

午
後
４
時
〜
）、玉
取
り
、

餅
投
げ
（
午
後
５
時
〜
）

▼
田
原
市
観
光
協
会
（
商
工
観
光
課
内
）

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

2/17

EVENT
チケット販売・お問い合わせ

田原文化会館　☎22局6061　　22局6455
赤羽根文化会館　☎45局3939　　45局3901
渥美文化会館　☎33局1000　　34局1010

田原・赤羽根・渥美

文化会館・文化ホール

3/16

全席自由

全席指定

母子家庭の就業相談
お気軽にご相談ください

２月14日木・３月13日木

　時 間 ▼午後１時30分
　　　　　　　～３時30分
　場 所 ▼田原福祉センター

▼児童課（田原福祉センター内）
☎23局3513　　23局3545

月
の
イ
ベ
ン
ト

3

3/23

全席自由
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販売中
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販売中

チケット
販売中



訪問日

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

14:30～15:30

14:30～15:30

13:20～14:10

13:20～14:10

13:20～14:10

13:20～14:10

14:30～15:30

14:30～15:30

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

 2/ 7[木]・ 2/21［木］・ 3/ 6［木］

 2/26[火]・ 3/11[火]

 2/26[火]・ 3/11[火]

 2/ 1[金]・ 2/15[金]・ 3/ 7[金]

 2/ 6[水]・ 2/20[水]・ 3/ 5［水］

 2/ 5[火]・ 2/19[火]・ 3/ 4［火］

 2/ 1[金]・ 2/15[金]・ 3/ 7[金]

 2/ 6[水]・ 2/20[水]・ 3/ 5［水］

 2/14［木］・ 2/28[木]・ 3/13[木]

 2/14[木]・ 2/28[木]・ 3/13[木]

 2/13[水]・ 2/27[水]・ 3/12[水]

 2/13[水]・ 2/27[水]・ 3/12[水]

 2/13［水］・ 2/27[水]・ 3/12[水]

 2/13［水］・ 2/27[水]・ 3/12[水]

 2/ 7［木］・ 2/21[木]・ 3/ 6[木]

 2/ 7[木]・ 2/21[木]・ 3/ 6［木］

 2/ 5[火]・ 2/26[火]・ 3/11[火]

 2/ 5[火]・ 2/26[火]・ 3/11[火]

 2/ 6[水]・ 2/20[水]・ 3/ 5［水］

 2/ 6[水]・ 2/20[水]・ 3/ 5［水］

六連小

神戸小

大草小

田原東部小

田原南部小

童浦小

田原中部小

衣笠小

野田小

高松小

赤羽根小

若戸小

和地小

堀切小

伊良湖小

亀山小

中山小

福江小

清田小

泉小

い
ず
み
号

や
し
の
実
号

移動図書館巡回日程●２・３月

図書館休館日

２月

３月

ステーション 訪問時間

31日[月]
３日［月］・10日［月］・14日［金］・17日［月］・24日［月］

４日［月］・８日［金］・12日［火］・18日［月］・25日[月]
一般展示コーナー◎2月
「ラブ・レター」 （2月9日［土］～3月13日［木］）
大好きな人に送る気持ちのこもった手紙「ラブレター」。文豪・音
楽家から一般人までのいろいろな本を集めました。
こどもしつ展示コーナー◎2月こどもしつ展示コーナー◎2月
「アメリカ児童図書優秀作品」「アメリカ児童図書優秀作品」  （2月9日［土］（2月9日［土］～3月13日［木］）
毎年２月にニューベリー賞・コールデコット賞の優秀作品が決ま毎年２月にニューベリー賞・コールデコット賞の優秀作品が決ま
ります。過去の受賞作と候補作を集めて展示します。ります。過去の受賞作と候補作を集めて展示します。

えほんだいすき！（田原市図書館ボランティア） ★
日時／2月17日（日）　14:00～
おはなしの部屋（くぬぎの会） ★
日時／3月1日（土）　15:00～
ぴよぴよおはなし会 ☆
日時／2月13日（水）　10:30～／11:00～
こりすの部屋（くぬぎの会） ☆
日時／2月19日（火）　10:30～

場所／中央図書館こどもしつ
内容／読み聞かせ・手遊びなど
対象／★幼児～小学生　☆乳幼児（親子）

おはなし会（赤羽根えほんの会・図書館） 
日時／2月17日（日）　13:30～
　　　3月1日（土）　10:30～

場所／赤羽根図書館こどもしつ
内容／読み聞かせ・紙芝居など
対象／乳幼児～小学生

おはなし会（てのひらの会・図書館） 
日時／毎月第１・第２・第４土曜日　14:00～

場所／渥美図書館おはなしコーナー
内容／読み聞かせ
対象／乳幼児～小学生

今
年
は
何
年
？

年
が
明
け
て
し
ば
ら
く
た
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
〝
ね

ず
み
年
〞
で
す
。
こ
の
十
二
支
を
は
じ

め
と
す
る
干
支
と
い
う
も
の
は
、
も
と

も
と
古
代
中
国
の
風
習
か
ら
来
て
い
る

も
の
で
す
。

　

日
本
で
は
、
明
治
時
代
に
な
る
ま
で

時
間
を
表
現
す
る
場
合
に
も
使
わ
れ
て

い
ま
し
た
（
時
代
劇
を
見
て
い
る
と
、

「
子
の
刻
」
な
ど
と
い
う
ナ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
）。

　

さ
て
皆
さ
ん
、
干
支
の
中
で
、
ど

う
し
て
ね
ず
み
が
一
番
に
な
っ
た
の

か
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？
今
回
は
、
そ

の
な
ぞ
を
解
き
明
か
し
て
く
れ
る
絵
本

『
十
二
支
の
は
じ
ま
り
』
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

日
ご
ろ
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
言

葉
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
言
わ
れ
や
歴
史

が
あ
り
ま
す
。
今
年
も
雑
学
力
（
常
識

力
？
）
を
つ
け
に
、
図
書
館
で
本
を
探

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

『十二支のはじまり』
岩崎京子著
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ゆ
と
り
を
持
っ
て
子
育
て
す
る

こ
と
は
大
切
で
す
が
、
現
実

は
そ
う
簡
単
に
は
い
か
な
い
も
の
で

す
。
田
原
市
で
も
、
子
ど
も
の
成
長

と
と
も
に
子
ど
も
と
過
ご
す
時
間

が
減
り
、
育
児
が
楽
し
い
と
感
じ
る

人
が
減
少
す
る
傾
向
に
あ
る
よ
う
で

す
。（
乳
幼
児
健
診
問
診
結
果
よ
り
）

　

子
育
て
は
大
事
で
す
が
、
一
日

中
わ
き
目
も
ふ
ら
ず
に
集
中
し
て
い

て
は
疲
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
大
変
な

子
育
て
だ
か
ら
こ
そ
、
と
き
に
は
自

分
の
時
間
を
作
っ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
、
心
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
子
ど
も

と
接
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

□
ゆ
と
り
あ
る
子
育
て
の
ポ
イ
ン
ト

❶
▼
言
葉
で
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
子

ど
も
に
と
っ
て
、
親
子
の
ス
キ
ン

シ
ッ
プ
は
愛
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

実
感
で
き
る
大
切
な
機
会
で
す
。

こ
れ
は
親
子
の
絆き

ず
な

を
深
め
る
だ
け

で
な
く
、
情
緒
が
安
定
し
た
穏
や

か
な
子
を
育
て
ま
す
。〝
お
ひ
ざ
〞

の
中
で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し

た
り
、〝
ふ
れ
あ
い
遊
び
〞
を
し
た

り
す
る
な
ど
、

楽
し
く
触
れ
合

う
時
間
を
取
り

ま
し
ょ
う
。

❷
▼
子
ど
も
の
成
長
は
十
人
十
色
。

育
児
書
通
り
に
い
か
な
く
て
も
大

丈
夫
で
す
。
そ
の
子
の
ペ
ー
ス
を

見
守
り
ま
し
ょ
う
。

❸
▼
子
育
て
を
完
璧
に
や
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
、
な
ど
と
思
わ
ず
、

し
て
あ
げ
た
い
な
と
思
っ
た
こ
と

を
で
き
る
範
囲
で
し
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。
子
ど
も
は「
育
つ
力
」を

持
っ
て
い
ま
す
。
愛
情
を
た
っ
ぷ

り
注
ぎ
な
が
ら
、
気
長
に
の
ん
び

り
寄
り
添
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

一
人
で
悩
み
や
育
児
を
抱
え
込

ま
ず
、
相
談
機
関
や
子
育
て

仲
間
な
ど
に
相
談
し
、
周
囲
の
サ
ポ

ー
ト
を
得
て
、
心
に
ゆ
と
り
あ
る
子

育
て
を
し
ま
し
ょ
う
。

母子健康手帳交付

育児相談

健康相談

心とからだの健康相談

毎週月曜日（祝日を除く）
午後１時30分～３時

３月27日（木）　午前10時～11時30分

３月３日（月）　午前９時～10時30分

田原福祉センター
あつみライフランド

妊娠届出書の発行を受けた方
妊娠中の生活、母子健康手帳の使い方
妊娠中の食生活などについて

田原福祉センター

あつみライフランド

３月14日（金）　午前９時30分～10時30分 田原福祉センター 身体計測、育児・栄養相談
（乳幼児対象）

身体計測、育児・栄養相談
健康に関する相談（成人・乳幼児対象）

健康に関する相談、健診結果に関する相談
（成人対象）

事業名 月日・受付時間 場　所 対象者・内容など

※母子健康手帳交付日に都合の悪い方は、随時受け付けます。（土・日・祝日を除く午前８時30分～午後５時）
※予約制のものは１週間前までにお申し込みください。乳幼児健診・予防接種については、個人に通知します。

● インフォメーション

● 休日当直医
月日 電話番号当直医

３月２日（日）

３月16日（日）

３月20日（祝）

３月23日（日）

３月９日（日）

百瀬クリニック
まち眼科
藤岡医院
青木歯科クリニック
ふれあいばし診療所
杉の森皮ふ科クリニック
岡田医院
伊藤歯科医院
河合医院
丸山医院
岩瀬歯科医院
永井医院
渡会医院
すずき歯科
北山クリニック
川瀬医院
歯科尾崎医院

２月11日（祝）

２月17日（日）

２月10日（日）

２月24日（日）

第２国見医院
山本医院
小原歯科医院
富永医院
津金医院
山内歯科医院
永井医院
きまた眼科
杉の森皮ふ科クリニック
朽名医院
さんくろう歯科クリニック
宮木内科
渡会医院
おおかわ歯科

月日 電話番号当直医

妊娠中の方とその夫（予約制）
パパの妊婦体験、赤ちゃん人形のもく浴など田原福祉センターパパママスクール

（育児体験コース） ３月１日（土）　午前８時50分～９時

田原福祉センター

あつみライフランド
５か月～６か月児とその保護者（予約制）
離乳食講習と保育の話、歯の話離乳食教室

３月12日（水）　午前９時50分～10時

３月17日（月）　午前９時50分～10時

診療時間　医科●午前9時～午後5時／歯科●午前9時～正午
夜間またはかかりつけの医師が不在のときは

心
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て

　
　
　

楽
し
い
子
育
て
生
活
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健康課
田原福祉センター
　23局3515
あつみライフランド
　33局0386



③
地
球
に
や
さ
し
い
太
陽
や
風
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て
も
学
習
し
、
学
校
に
環

境
へ
の
取
り
組
み
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
、
小
型
の
風
車
を
設
置
し
ま
し
た
。

■
屋
上
に
そ
び
え
る
小
型
風
車

　

風
の
力
で
電
気
が
で
き
る
と
、「
エ
コ

エ
ネ
」
と
書
か
れ
た
光
の
パ
ネ
ル
が
点
灯

し
、
子
ど
も
た
ち
に
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
風
を
受
け
て
回
る
様
子
は
、

子
ど
も
た
ち
が
遊
ぶ
運
動
場
か
ら
も
よ
く

見
え
ま
す
。

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室
☎
23
局
７
４
０
１

環
境
学
習
の
広
が
り

田
原
市
で
は
、
環
境
と
共
生
す
る
豊

か
で
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を

実
現
す
る
た
め
、「
特
色
あ
る
エ
コ
学
習
」

を
実
施
す
る
市
内
の
小
中
学
校
な
ど
に
対

し
て
、
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
大
草
小
学
校
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
今
年
度
、
同
小
学
校
は
体
験
学
習
を

通
し
て
、
身
近
な

暮
ら
し
の
中
に
あ

る
環
境
問
題
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
な
ど
に

つ
い
て
考
え
る
学

習
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

■
学
習
内
容

①「
地
域
資
源
の
活
用
」と
し
て
、３

ス
リ
ー

Ｒア
ー
ル（

リ

デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
）

活
動
な
ど
の
ご
み
問
題
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

②
児
童
会
に
よ
る
ア
ル
ミ
缶
リ
サ
イ
ク
ル

運
動
へ
の
取
り
組
み
や
、
ご
み
処
理
施

設
の
見
学
な
ど
を
通
し
、
身
近
な
環
境

問
題
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

【
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
構
想
】

22

毎
月
１
日
は
エ
コ
ラ
イ
フ
デ
ー

　

２
月
は
省
エ
ネ
月
間
で
す
。毎
日
エ
コ

な
行
動
を
一
つ
実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

■街角ネットたはら

毎日６回放送（内容は２週間ごとに更新）
①7：40 ②12：40 ③15：40 ④18：40 ⑤22：40 ⑥24：40
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

■田原ほっとらいん

毎週土・日曜日　１日５回放送
①8：00 ②10：30 ③16：00 ④19：00 ⑤23：00

放送日 内　容

～2/6 田原市成人式
小中学生お菓子づくり

　2/7～ 20 幼年消防クラブ結成式
学校給食週間　招待給食

　2/21～ 3/5 サンテパルクに雪がやってくる
伊良湖岬に松を植樹

加入補助をしています

放送月 内　容

2 生きがいのあるシニアライフ
～高齢者福祉サービス～

▼

小
型
風
車

▼

光
の
オ
ブ
ジ
ェ

11月 １月 ３月 ５月 ７月 ９月 11月
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

0

25

50

75

100

節水注意線

10/1 10/10 10/20 11/1 11/10 11/20 12/1 12/10 12/20 1/1 1/201/10

■宇連ダム・大島ダム・調整池の貯水率
引っ越しによる水道の開始・中止の手続きを忘れずに！

宇連ダム・大島ダム
調整池の貯水率
宇連ダム・大島ダム
調整池の貯水率

1/20現在 61.7％

■三河湾の水質調査結果
ここまできれいになりました。
でも、「もっときれいに」を合言葉にがんばりましょう！

三河港大橋
片浜沖
馬草沖
渥美火力放水口
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◉農業研修事業
　昨年11月９日から３月６日までの４か月間、サ
イタニー郡農林事務所から職員２名が来訪し、大
草町の農家などで、バラの栽培方法を中心とした
農業研修を受けています。ラオスでバラを栽培す
ることはまだまだ一般的ではありませんが、サイ
タニー郡ではこの研修をきっかけに、郡の農業発
展を目指しています。
　この事業は、Ｊ

ジ ャ イ カ

ＩＣＡ（国際協力機構）の「草の根
技術協力事業」として田原市が委託を受け、平成21
年までの３年間にわたり実施するものです。

◉教育研修事業
　昨年の６月24日～30日には「教育研修事業」も実
施しました。サイタニー郡教育事務所から２名が
田原市を訪れ、市教育委員会で日本の初等教育に
ついて説明を受けたほか、田原中部小学校で授業
を見学したり、給食を体験したりするなど、日本の
学校生活についても学びました。ラオスの教育環
境はまだまだ不十分で、学校や教科書の不足が問
題となっています。このような研修の成果などに
よる今後の発展が期待されます。

ラオス人民民主共和国ヴィエンチャン特別市に位置する人口約15万人のサイタニー郡。田原市との交流
は、２００５年愛・地球博の一市町村一国フレンドシップ事業でのラオスとの交流をきっかけにスタートし
ました。現在、「人づくり」を目的とした交流に取り組んでいます。

　

あ
い
さ
つ
と
い
え
ば
、日
本

で
は「
お
じ
ぎ
」で
す
が
、ラ
オ

ス
の
あ
い
さ
つ
は
ち
ょ
っ
と
違

い
ま
す
。ラ
オ
ス
の
人
た
ち
は
、

あ
い
さ
つ
を
す
る
と
き
、手
の

ひ
ら
を
合
わ
せ
て「
ワ
イ
」と
呼

ば
れ
る
合が

っ
し
ょ
う掌

を
し
ま
す
。

　

国
民
の
約
90
％
が
仏
教
を

信
仰
す
る
ラ
オ
ス
で
は
、そ
の

教
え
が
生
活
に
根
づ
い
て
い

ま
す
。も
し
か
し
た
ら
そ
の「
ワ

イ
」も
、仏
教
の
教
え
か
ら
き
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

皆
さ
ん
も
ラ
オ
ス
の
人
に
出

会
っ
た
と
き
は
、ぜ
ひ「
ワ
イ
」

で
あ
い
さ
つ
を
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

このコーナーでは、国内外合わせて７つある田原市このコーナーでは、国内外合わせて７つある田原市
の姉妹・友好都市などの情報をお届けします。の姉妹・友好都市などの情報をお届けします。

▼▼企画課　企画課　☎☎２３２３局局３５０７３５０７

愛知万博フレンドシップ国・ラオス　サイタニー郡との交流

▲農業研修生トンスックさん（左）とアヌソンさん（右）
「バラの栽培方法をはじめとした日本の農業はもちろ
んのこと、日本の文化などもたいへん勉強になってい
ます。この経験や成果をラオスに伝え、発展につなげて
いきたいです。」と研修の合間に意気込みを語ってくれ
たトンスックさんとアヌソンさん。帰国後は、日本と環
境の違うラオスで、どのようにしたらバラを栽培でき
るのか、また、どのような品種が栽培できるのかを試す
ことから始めるそうです。ラオスでは現在ほとんど生
産されていないバラの花。道のりは長そうですが、いつ
かたくさん咲かせてほしいですね。

●ラオスのあいさつ「ワイ」
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こ
ん
に
ち
は
、〝
の
り
り
ん
〞
で
す
。

突
然
地
震
が
発
生
し
た
と
き
、

身
を
守
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
？ 

自
宅
に
い
る
場
合

や
外
出
し
て
い
る
場
合
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
で
行
動
パ
タ
ー
ン
は
異
な
り
ま
す
。

と
っ
さ
の
判
断
が
生
死
を
左
右
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
か
ら

は
「
地
震
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
ど

の
よ
う
す
れ
ば
よ
い
か
」
を
、
シ
リ
ー

ズ
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

◉
自
宅
に
い
る
と
き

　

揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
テ
ー
ブ
ル
な
ど

の
下
に
隠
れ
、
身
を
守
り
ま
す
。

　

揺
れ
が
収
ま
っ
て
避
難
す
る
際
に

は
、
家
の
中
で
も

は
だ
し
で
歩
き
回

ら
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
ガ
ラ

ス
の
破
片
な
ど
で

け
が
を
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

●
料
理
中

　

す
ぐ
に
火
を
消
し
ま
す
。
ガ
ス
の
元
栓

も
閉
め
ま
す
。
大
き
な
揺
れ
の
場
合
は
身

を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に
。
無
理
は
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。
な
る
べ
く
早
く
台
所
か

ら
離
れ
、
安
全
な
部
屋
に
避
難
し
ま
し
ょ

う
。

●
寝
て
い
る
と
き

　

ふ
と
ん
や
ま
く
ら
で
頭
を
守
り
、
ベ
ッ

ド
や
テ
ー
ブ
ル
の
下
な
ど
、
家
具
が
倒
れ

て
こ
な
い
と
こ
ろ
に
身
を
伏
せ
ま
す
。
暗

闇
で
は
室
内
の
様
子
が
わ
か
り
に
く
い
の

で
、
ま
く
ら
元
に
は
懐
中
電
灯
や
携
帯
ラ

ジ
オ
、
ス
リ
ッ
パ
を
ふ
だ
ん
か
ら
用
意
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
集
合
住
宅
で
は

　

ド
ア
や
窓
を
開
け
て
逃
げ
道
を
確
保
し

避
難
。
そ
の
際
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
絶
対

に
使
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
火
事
に
よ
る

炎
や
煙
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
な
が
ら
、
階
段
を
使
っ
て
避
難
し
ま

し
ょ
う
。

▼
防
災
対
策
室
☎
23
局
３
５
４
８

地
震
だ
！　

そ
の
と
き
ど
う
す
る
？　

①
屋
内
―
自
宅
―

33

防
災
ま
め
知
識

詳しくは…●児童課（田原福祉センター）　☎23局3513
児童センター・児童館だよりをご覧ください。
※保育園・幼稚園・福祉センターにあります。

４日（月）、12日（火）、
18日（月）、25日（月）、
※11日（月）…西部児童館のみ

２ 月のお休み

・工
こう

作
さく

ランド
 『アイロンビーズ』
開催期間●２月５日（火）～29日（金）
平日 ▼午後１時30分～４時10分
土・日・祝日 ▼午後１時30分～３時30分

・絵
え

本
ほん

の読
よ

み聞
き

かせ
日時●２月21日（木）
幼児向け幼児向け ▼▼午前10時30分～午前10時30分～

・２月のチャレンジ

▼わなげ 

・映
えい

画
が

会
かい

児童センター ▼２月17日（日） 午後１時30分～
西部児童館 ▼２月24日（日） 午後１時30分～

・子
こ

育
そだ

て講
こう

座
ざ

（児童センターのみ開催）

日時●２月20日（水） 午前10時～11時45分

田原児童センター☎23局4761／西部児童館☎25局021126件（291件）

27人（343人）

1人（6人）

113件（1501件）

2件（53件）

177件（2188件）

侵 入 盗●

乗 物 盗●

非侵入盗●

火災●

救急●

人身●

負傷●

死亡●

物損●

窃盗犯罪発生件数

火災・救急件数

交通事故発生件数

2件（78件）

5件（123件）

8件（131件）

※（　）内の数字は平成19年の累計

思いやる　心とマナーで　事故防止

12月
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●大草保育園
尾崎純平  くん（5歳）

【評】お友達とドッジボールを楽しくやっている様子が伝
わってきますね。

【評】凧が空高く揚がる様子を、伸び伸び描くことができ
ました。

●大草保育園
坂本亜弥  ちゃん（6歳）

●野田小学校6年
小林里名  さん

●野田小学校6年
池内千佳 さん

ともだち たの よう す つた

ねえ いっしょしょうがつ たこ あ

そら たかたこ のあ よう の えがす

き

ひょう ひょう

【評】イメージした形から、展
開図を考え組み立てました。
色とりどりのセロハンから
もれる明かりが、神秘的です。

【評】大きくて色鮮やかな花
びらが印象的です。階段や遠
くの山も、上手に表現できま
した。

渥美
 多津代
 先生

│ 29 │　　　　　　　　　　平成20年2月1日



　

前
回
の
「
黒
い
壺つ

ぼ

」
に
引
き
続
き
、
渥

美
窯
が
世
に
出
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
事

件
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

渥
美
半
島
で
か
つ
て
焼
き
物
が
焼
か

れ
て
い
た
こ
と
は
、
ま
っ
た
く
知
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
江

戸
時
代
の
歴
史
書
に
も
、
神
戸
町
の
谷
ノ

口
、
新
美
、
市
場
に
「
皿
焼
穴
」、
つ
ま

り
陶
器
を
焼
く
窯か

ま

が
あ
っ
た
と
の
記
録
が

あ
る
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
が
い
つ
の

時
代
か
、
だ
れ
に
よ
っ
て
焼
か
れ
て
い
た

か
の
記
述
は
な
く
、
そ
の
こ
ろ
に
は
ま
っ

た
く
人
々
の
記
憶
か
ら
失
わ
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。
こ
の
焼
き
物
、
明
治
の
終
わ
り

か
ら
大
正
時
代
に
は
、
行

ぎ
ょ
う

基き

（
奈
良
時
代

の
僧
）
が
指
導
し
て
焼
い
た
と
さ
れ
る
も

の
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
奈
良
時
代
の

須す

恵え

器き

の
窯
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。
大
正
11
年
に
指
定
さ
れ
た
六
連

町
の
国
の
史
跡
「
百
々
陶
器
窯
跡
」
は
ま

さ
し
く
こ
の
理
解
で
、
奈
良
時
代
の
窯
と

し
て
指
定
さ
れ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
畑

の
隅
や
山
か
ら
た
び
た
び
見
つ
か
る
茶
わ

ん
や
甕か

め

の
破
片
に
、
地
元
の
研
究
者
は
す

る
ど
く
注
意
を
払
っ
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
25
年
（
１
９
５
０
年
）
６
月
に
、

田
原
市
芦
町
平
岩
古
窯
で
、
藤
原
顕
長
の

銘
の
入
っ
た
壺
片
が
出
土
し
、
翌
年
に
は

文
章
と
し
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、

昭
和
31
年
に
小
野
田
勝
一
さ
ん
を
は
じ
め

と
す
る
野
田
史
談
会
が
、
渥
美
窯
の
解
明

と
い
う
目
的
意
識
の
も
と
、
大
ア
ラ
コ
古

窯
に
学
術
的
な
メ
ス
を
入
れ
た
の
で
す
。

そ
の
後
の
渥
美
窯
発
掘
の
さ
き
が
け
と
な

る
調
査
で
し
た
。

　

昭
和
40
年
、
日
本
考
古
学
協
会
生
産
技

術
特
別
委
員
会
窯
業
部
会
の
調
査
を
は
じ

め
と
す
る
２
度
の
調
査
を
経
て
、
こ
の
壺

の
全
容
が
わ
か
る
短た

ん

頸け
い

壺こ

や
多
数
の
文
字

入
り
陶
片
が
出
土
し
ま
し
た
。
こ
の
壺
に

刻
ま
れ
た
藤
原
顕
長
（
１
１
１
７
年
〜

１
１
６
７
年
）
は
、
１
１
３
６
年
か
ら

１
１
５
５
年
に
か
け
て
２
度
、
三
河
の
国

司
と
な
っ
た
人
物
で
し
た
。
つ
ま
り
、
こ

の
壺
は
こ
の
い
ず
れ
か
の
時
代
に
焼
か
れ

た
も
の
な
の
で
す
。
こ
れ
と
同
じ
壺
は
、

愛
知
県
陶
磁
資
料
館（
伝で

ん

鎌か
ま

倉く
ら

出
土
）、
三

島
市
三
ツ
谷
新
田
・
山
梨
県
富
沢
町
の
壺

な
ど
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
伝
鎌
倉
出
土

の
壺
以
外
は
、
見
つ
か
っ
た
場
所
や
そ
の

と
き
の
様
子
が
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
壺
は
、
経

き
ょ
う

塚づ
か
※

で
お
経
を
入
れ
る
容
器

と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

　

通
常
、
こ
の
よ
う
な
焼
き
物
は
、
記
録

と
し
て
残
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、
知
り
得

る
情
報
が
少
な
い
た
め
、
焼
き
物
が
見
つ

か
っ
た
状
況
、形
の
特
徴
を
相
互
に
比
べ
、

時
代
を
推
定
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

苦
労
し
て
推
定
し
た
そ
の
時
代
も
、
絶

対
的
に
正
し
い
と
い
う
保
証
は
な
い
の
で

す
。
焼
い
た
場
所
と
、
使
わ
れ
た
場
所
が

つ
な
が
っ
た
だ
け
で
も
大
変
な
発
見
な
の

に
、こ
の
壺
は
、い
つ
、ど
こ
で
、だ
れ
が
、

何
の
目
的
で
焼
い
た
か
が
わ
か
っ
て
い
る

の
で
す
。
す
な
わ
ち
こ
の
壺
は
、
こ
の
時

代
に
焼
か
れ
た
焼
き
物
と
し
て
は
、
奇
跡

的
な
情
報
を
持
っ
た
壺
な
の
で
す
。

　

大
ア
ラ
コ
古
窯
跡
は
、
平
安
時
代
終
わ

り
の
の
焼
き
物
の
生
産
の
様
子
や
社
会
の

情
勢
ま
で
わ
か
る
重
要
な
遺
跡
と
し
て
、

昭
和
42
年
に
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
研
究
に
携
わ
っ
た
方
々
の

熱
意
に
敬
服
す
る
ば
か
り
で
す
。（
増
山
）

※
経
塚
に
つ
い
て
は
次
号
で
紹
介
し
ま
す
。

▼
文
化
財
課
（
崋
山
会
館
２
階
）

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

ま
ぼ
ろ
し
の
古こ

窯よ
う

、渥
美
焼 

2

　
　

〜
藤ふ

じ
わ
ら
の原
顕あ

き

長な
が

の
壺
の
発
見
〜

▲大アラコ古窯跡現況

▲大アラコ古窯跡から見つかった藤原顕長の壺片
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６６，７４３人　総人口

３３，７９８人　男性

３２，９４５人　女性

２１，１０１世帯世帯数

３８人出生 ５９人死亡

１３９人転入 １７７人転出

－５９人増減 ※増減は
平成19年12月中です

（平成19年４月１日現在・国土地理院調べ）

■人口と世帯数

■行政面積
１８８.８１km2

（平成20年１月１日現在）

　新年を迎えた巴江神社では、今
年も初詣に訪れた参拝客の目の前
で、「雅楽」の生演奏が行われてい
ました。雅楽は、１０００年以上も
前から演奏され続けている日本の
伝統音楽ですが、今ではほとんど接する機会がありません。
そんな雅楽の生演奏が近くで聴けるんですから、足を運ぶし
かありませんよね。残念ながら紙面ではお届けできないその
“神秘的な音色”を、ぜひ間近で体験してみてください。

小
こ

塩
しお

津
づ

海
かい

岸
がん

 
［小塩津町］
　渥美半島の表浜には数々のキラ
リ１００選がありますが、ここ「小塩
津海岸」も、自然豊かな釣りスポッ
トとして、そのうちの一つに挙げられ
ています。この小塩津海岸、あまり知られていませんが、岩場
の状況などから「かつて港として機能していたのではないか」
ともいわれています。真相は不明ですが、何となくそう思わせ
る風ぼうは今でも健在。目を細めると、行き来する船の姿が
見えてくるような気がしませんか？

巴
は

江
こう

の雅
が

楽
がく

 
［田原町・巴江神社］

主な演奏日時 ▼元旦の午前０時～２時ごろ、田原祭り２日目の午前中など

今
春
か
ら
阪
神
甲

子
園
球
場
で
開
催

さ
れ
る『
第
80
回

記
念
選
抜
高
等
学

校
野
球
大
会
』に
、

「
21
世
紀
枠
校
」と
し
て
成
章
高
校
野

球
部
の
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
！
こ

の
枠
は
、一
般
選
考
枠
と
は
別
に
、全

国
で
３
校
が
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。

成
章
高
校
は
、昨
年
、一
昨
年
も「
21

世
紀
枠
校
」に
推
薦
さ
れ
ま
し
た
が
、

結
果
は
補
欠
校
止
ま
り
。３
年
連
続

で
推
薦
さ
れ
た
今
回
、つ
い
に
甲
子

園
へ
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
▼
こ

れ
は
現
部
員
の
活
躍
も
大
き
い
で
す

が
、先
輩
た
ち
が〝
努
力
し
て
き
た
歴

史
〞な
し
で
は
成
し
得
ら
れ
な
か
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。「
努
力
を
続
け
れ

ば
、必
ず
報
わ
れ
る
。」ま
さ
に
そ
ん

な
言
葉
が
ピ
タ
リ
と
当
て
は
ま
る
今

回
の
出
場
と
な
り
ま
し
た
ね
▼
皆
さ

ん
、地
元
校
の
甲
子
園
出
場
に
、期
待

で
胸
が
膨
ら
み
ま
す
ね
。栄
光
に
向

か
っ
て
全
力
プ
レ
ー
す
る
彼
ら
が
甲

子
園
で
活
躍
す
る
姿
を
、地
域
を
上

げ
て
応
援
し
ま
し
ょ
う
。（
Ｍ
Ｒ
）
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